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【
研
究
ノ
ー
ト
】

デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
歴
史
と
日
本
宣
教

バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子
の
運
動
に
つ
い
て

赤　

田　

直　

樹

Ⅰ　

は
じ
め
に

1　
研
究
の
概
要
に
つ
い
て

聖
学
院
は
、
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
伝
統
の
上
に
建
て
ら
れ
た
学
校
で
あ
る
。
聖
学
院
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
同
派
に
つ
い
て
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
T
・
ス
ミ
ス
（G

eorge T
hom

as Sm
ith

）
お
よ
び
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
E
・
ガ
ル
ス
ト
（C

harles E
lias G

arst

）
の
両
宣
教
師

の
来
日
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
同
派
の
成
立
の
歴
史
や
そ
の
後
の
展

開
お
よ
び
現
状
、
な
ら
び
に
日
本
宣
教
の
展
開
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
滝
野
川
教
会
の
教
会
員
で
あ
っ
た
秋
山
操
に
よ
る
『
基
督
教
会

（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』（
秋
山
操
編
著
、
基
督
教
会
史
刊
行
委
員
会
、
一
九
七
三
年
）
以
外
に
は
、
詳
し
く
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

先
達
の
良
い
伝
統
を
次
の
世
代
に
大
切
に
継
承
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
解
決
し
て
ゆ
く
べ
き
課
題
に
は
真
摯
に
向
き
合
い
取
り
組
ん
で
ゆ
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く
た
め
に
も
、
そ
の
歴
史
と
現
状
、
そ
し
て
日
本
宣
教
の
展
開
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
将
来
的
に
ま
と
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

今
回
は
、
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
歴
史
の
概
略
に
つ
い
て
俯
瞰
し
た
後
、
ス
ミ
ス
お
よ
び
ガ
ル
ス
ト
両
宣
教
師
の
来
日
を
契
機
と
し
て
日

本
に
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
諸
教
会
や
諸
学
校
お
よ
び
諸
施
設
に
つ
い
て
の
現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
が
ア
メ
リ
カ

で
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
発
端
の
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
の
運
動
と
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子
の
運
動
が
合
同
す
る
直
前
ま
で
の
歩
み
に
つ
い

て
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

2　
個
人
的
な
動
機
に
つ
い
て

前
書
き
が
長
く
な
っ
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
私
が
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
史
に
お
い
て
は
あ
る
意
味
ニ
ッ

チ
な
テ
ー
マ
を
取
り
扱
お
う
と
思
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
個
人
的
で
は
あ
る
が
、
そ
の
動
機
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

私
は
、「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」（
有
楽
器
派
）
と
い
う
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
中
の
、
さ
ら
に
小
さ
な
「
恩
多
キ
リ
ス
ト
教
会
」
の
牧
師
の
息

子
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
。
私
の
生
ま
れ
た
教
会
は
、
東
京
都
に
は
あ
る
が
し
ば
し
ば
ニ
ュ
ー
ス
で
も
埼
玉
県
と
間
違
わ
れ
る
東
村
山
市
に

あ
る
。
そ
の
小
さ
な
礼
拝
堂
兼
牧
師
館
は
、
父
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
埼
玉
県
狭
山
市
に
あ
る
稲
荷
山
公
園
に
あ
っ
た
米
軍
の
家
を
移

築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
私
が
子
ど
も
の
頃
の
礼
拝
出
席
者
数
は
と
い
う
と
、
牧
師
家
族
含
め
て
も
五
、
六
人
と
い
う
こ

れ
ま
た
小
さ
な
交
わ
り
だ
っ
た
。

「
教
会
と
い
う
も
の
は
小
さ
く
て
家
の
教
会
の
よ
う
な
も
の
」
と
子
ど
も
の
頃
の
私
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
育
っ
て
き
た
。
そ
れ

で
も
、「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」
の
全
国
大
会
に
参
加
す
る
と
一
〇
〇
名
を
超
え
る
人
々
が
集
い
、
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

が
い
る
も
の
な
の
か
と
驚
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

や
が
て
、
私
は
聖
学
院
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
に
「
聖
学
院
は
『
キ
リ
ス
ト
の
教
会
』
と
昔
関
係
が
あ
っ
た
」
と
い
う
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話
を
耳
に
し
た
。
聖
学
院
の
教
派
的
伝
統
で
あ
る
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
と
「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」
は
、
昔
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
族
含
め
て
も
五
、
六
人
の
礼
拝
出
席
と
い
う
実
家
の
小
さ
な
教
会
と
、
立
派
な
校
舎
が
並
び
、
偉
い
先
生
方
や
教

職
員
の
方
々
が
た
く
さ
ん
い
る
聖
学
院
と
が
、
昔
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
正
直
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。

ま
た
「
神
学
」
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
言
葉
を
私
が
聞
い
た
の
も
、
聖
学
院
が
初
め
て
だ
っ
た
。「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」
の
交
わ
り
で
は
一

度
も
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
の
言
葉
な
の
だ
が
、
聖
学
院
大
学
で
は
先
生
方
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
学
生
仲
間
も
「
神
学
的
に
○
○
○
だ

よ
ね
」
み
た
い
に
話
し
合
っ
て
い
る
の
を
聞
く
と
、「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
と
「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」
は
昔
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
さ
え
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
距
離
感
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
聖
学
院
大
学
に
入
学
し
た
当
時
に
は
大
学
の
4
号
館
で
行
わ
れ
て
い
た
日
本
基
督
教
団
緑
聖
教
会
の
礼
拝
に
た
ま
に
出
席
す

る
こ
と
が
あ
り
、
聖
餐
式
を
毎
週
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
洗
礼
を
受
け
る
時
に
は
全
身
水
に
浸
か
る
全
浸
礼
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
伺
い
、

「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
と
「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」
と
の
共
通
点
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
私
は
恩
多
キ
リ
ス
ト
教
会
で
洗
礼
を
受
け
た
後
に
献
身
を
し
、
旧
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
中
心
教
会
で
あ
り
日
本
基
督
教
団
の

教
会
と
な
っ
た
滝
野
川
教
会
に
転
入
会
し
、
神
学
生
、
伝
道
師
、
副
牧
師
と
し
て
過
ご
し
た
。
そ
の
後
の
二
〇
〇
五
年
か
ら
は
、
旧
デ
ィ
サ

イ
プ
ル
ス
派
が
日
本
伝
道
に
お
い
て
最
初
に
生
み
出
し
た
教
会
で
あ
る
日
本
基
督
教
団
秋
田
高
陽
教
会
で
牧
師
と
し
て
一
五
年
を
過
ご
し
、

ま
た
旧
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
が
日
本
に
お
い
て
生
み
出
し
た
諸
学
校
の
中
で
、
現
存
す
る
中
で
は
一
番
古
い
秋
田
幼
稚
園
の
園
長
と
し
て
過

ご
す
中
で
、
母
教
会
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
有
楽
器
派
）」
と
、
学
生
時
代
を
過
ご
し
牧
師
と
し
て
仕
え
て
き
た
「
デ
ィ

サ
イ
プ
ル
ス
派
」
と
、
そ
し
て
個
人
的
に
は
こ
れ
ま
で
接
点
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
無
楽
器
派
）」
と
が
同
じ
ル
ー
ツ

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
「
私
」
と
い
う
存
在
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
を
深
く
知
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
私
の
父
は
「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
有
楽
器
派
）」
の
牧
師
で
あ
り
、
母
方
の
祖
父
も
同
派
の
牧
師
で

あ
っ
た
の
で
、「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
有
楽
器
派
）」
が
な
け
れ
ば
私
は
生
ま
れ
て
は
い
な
い
（
母
方
の
祖
父
は
阿あ

部べ

青せ
い

鞋あ
い

。
第
三
〇
回
現
代
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俳
句
協
会
賞
を
受
賞
し
た
俳
人
で
も
あ
っ
た
）。
さ
ら
に
は
「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
有
楽
器
派
）」
は
ス
ミ
ス
お
よ
び
ガ
ル
ス
ト
両
宣
教
師

が
来
日
し
た
当
時
は
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
同
じ
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
で
あ
り
、
も
っ
と
後
に
分
か
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
宣
教
師
た
ち
が
来
日
し
な
け
れ
ば
、
私
は
こ
の
世
に
存
在
せ
ず
、
聖
学
院
大
学
で
学
ん
だ
日
々
も
な
い
し
、
滝
野
川

教
会
、
秋
田
高
陽
教
会
お
よ
び
秋
田
幼
稚
園
で
過
ご
し
た
日
々
も
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
れ
ら
の
場
所
す
ら
も
存
在
し
て
は
い
な
い
の
で

あ
る
。
私
は
、
自
分
の
存
在
そ
れ
自
体
も
、
自
分
が
過
ご
し
て
き
た
場
所
そ
れ
自
体
も
、
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
ス
ミ
ス

お
よ
び
ガ
ル
ス
ト
両
宣
教
師
を
日
本
に
送
り
出
す
こ
と
な
し
に
は
在
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
自
分
と
い
う
存
在
の
ル
ー
ツ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
同

時
に
、
学
校
法
人
聖
学
院
に
携
わ
る
一
人
ひ
と
り
に
お
い
て
も
、
聖
学
院
で
過
ご
す
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
、
自
分
の
ル
ー
ツ
を
探
る
意
味
も
込
め
て
、
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
歴
史
と
日
本
宣
教
に
つ
い
て
記
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

Ⅱ　

デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
歴
史
の
概
略
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
主
に
日
本
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
）

デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
滝
野
川
教
会
の
教
会
員
で
あ
っ
た
秋
山
操
に
よ
る
『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』

に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
第
一
章
「『
基
督
教
会
』
の
起
原
と
信
仰
」
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派

の
起
源
と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
章
か
ら
は
同
教
派
の
日
本
伝
道
の
歴
史
に
つ
い
て
、
第
七
章
に
お
い
て
は

各
教
会
の
歴
史
に
つ
い
て
、
第
八
章
に
お
い
て
は
教
育
事
業
に
つ
い
て
、
第
九
章
に
お
い
て
は
教
役
者
の
略
伝
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
述
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べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』
以
外
で
は
、
同
教
派
の
概
略
に
つ
い
て
、『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大

辞
典
』（
教
文
館
、
一
九
八
八
年
）、『
キ
リ
ス
ト
教
大
辞
典
』（
教
文
館
、
一
九
九
五
年
改
訂
新
版
）、『
新
・
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』（
誠
信
書

房
、
一
九
六
五
年
）、『
キ
リ
ス
ト
教
年
鑑
2
0
2
0
』（
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
）、『
キ
リ
ス
ト
教
礼
拝
・
礼
拝
学
辞
典
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

出
版
局
、
二
〇
〇
六
年
）
等
に
記
さ
れ
て
い
る
他
、
ウ
ィ
リ
ス
ト
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
著
し
た
『
キ
リ
ス
ト
教
史
4　

近
・
現
代
の
キ
リ

ス
ト
教
』（
野
呂
芳
男
、
塚
田
理
、
八
代
崇
訳
、
ヨ
ル
ダ
ン
社
、
一
九
八
六
年
、
原
書
はW

illiston W
alker, A

 H
istory of T

he C
hristian 

C
hurch

（N
ew

 York: C
harles Scribner, 1970

））
の
「
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
」
の
中
に
、
ま
た
、『
宣
教

師
と
日
本
人
――
明
治
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
け
る
受
容
と
変
容
』（
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
編
、
教
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
の
第
六
章
「
デ
ィ

サ
イ
プ
ル
ス
教
会
」
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
主
に
『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』
の
第
一
章
「『
基
督
教
会
』
の
起
原
と
信
仰
」
よ
り
、
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派

の
歴
史
の
概
略
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
独
立
戦
争
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
、「
政
治
的
解
放
運
動
や
開
拓
者
精
神
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
反
面
道
徳
的
・
精
神
的
状
態
は
最
低
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
背
景
か

ら
、
一
八
世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
信
仰
復
興
が
起
こ
っ
た
）
1
（

」
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
異
っ
た
信
条
の
か
こ
い

の
中
に
分
離
し
て
い
た
教
派
的
垣
根
を
打
破
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
探
求
し
始
め
た
人
）々
2
（

」
が
現
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の

中
の
一
人
に
、
も
と
も
と
長
老
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
バ
ー
ト
ン
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
ス
ト
ー
ン
（B

arton W
arren Stone

）
が
い
た
。
彼

は
、
同
志
た
ち
と
共
に
一
八
〇
一
年
に
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
ケ
イ
ン
リ
ッ
ジ
で
リ
バ
イ
バ
ル
集
会
を
指
導
し
た
が
、
こ
の
時
の
説
教
が
長
老
教

会
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
信
仰
告
白
と
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
が
後
に
問
題
と
さ
れ
、
同
志
の
一
人
が
教
会
裁
判
に
訴
え
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ス
ト
ー
ン
た
ち
は
、
人
間
的
権
威
で
あ
る
信
条
に
反
対
す
る
こ
と
を
心
に
決
め
、
長
老
教
会
を
離
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ

の
時
に
彼
ら
が
組
織
し
た
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
長
老
会
は
、一
八
〇
四
年
に
は
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
長
老
会
の
遺
言
状
」（Last 

W
ill and Testam

ent of T
he Springfield Presbyter

）
3
（y

）
と
い
う
宣
言
を
発
表
、
名
称
を
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
と
改
め
た
。
ま
た
、
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ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
長
老
教
会
の
分
離
派
（
セ
シ
ダ
ー
派
）
の
牧
師
を
し
て
い
た
ト
ー
マ
ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
（T

hom
as C

am
pbell

）

は
、
一
八
〇
七
年
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
で
同
派
の
牧
師
と
な
る
。
し
か
し
、
長
老
教
会
の
別
派
の
信
徒
を
聖
餐
式
に

招
い
た
こ
と
か
ら
、
長
老
教
会
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
〇
九
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
協
会
を
設
立
し
九
月

七
日
に
は
『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
協
会
の
宣
言
お
よ
び
提
言
』（D

eclaration and A
ddress of the C

hristian A
ssociation of 

W
ashingto

）
4
（n

）
を
公
表
し
た
。
秋
山
は
こ
の
宣
言
が
同
派
に
お
け
る
「
歴
史
上
最
も
重
要
な
文
献
」
と
な
っ
た
こ
と
、「
こ
の
派
で
は
こ
の

日
を
も
っ
て
教
会
の
創
立
日
と
し
て
い
る
」
こ
と
を
述
べ
て
い
る
）
5
（

。
同
宣
言
に
つ
い
て
秋
山
は
「
唯
一
の
教
会
」「
教
会
の
憲
法
」「
団
結

の
基
礎
」
の
三
つ
の
点
に
要
約
し
て
い
る
）
6
（

が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
父
ト
ー
マ
ス
が
こ
の
宣
言
を
書
き
上

げ
た
後
、
息
子
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
（A

lexander C
am

pbell

）
も
ア
メ
リ
カ
に
や
っ
て
く
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
父
の

宣
言
を
読
み
感
激
し
、
生
涯
を
父
の
始
め
た
運
動
に
献
げ
る
決
心
を
す
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
協
会
は
一
八
一
一
年
に
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ラ
ン
教
会
を
設
立
、
後
に
レ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
・
バ
プ
テ
ス
ト
協
会
に
加
入
す
る
が
、
一
八
二
七
年
に
は
バ
プ
テ
ス
ト
諸
協
会
は
ア
レ
キ

サ
ン
ダ
ー
等
改
革
派
（
リ
フ
ォ
ー
ム
ド
・
バ
プ
テ
ス
ト
）
を
仲
間
と
し
て
認
め
な
い
と
宣
言
す
る
に
至
り
、
こ
の
時
か
ら
、
彼
ら
は
デ
ィ
サ

イ
プ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
）
7
（

。
一
八
三
〇
年
に
は
バ
プ
テ
ス
ト
か
ら
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
が
離

れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
八
三
一
年
一
二
月
三
一
日
）
8
（

に
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
と
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子
の
デ
ィ

サ
イ
プ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
が
合
同
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
秋
山
は
同
派
の
起
源
に
つ
い
て

「
長
老
教
会
内
の
運
動
）
9
（

」
と
語
っ
て
お
り
、
ウ
ィ
リ
ス
ト
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
も
ま
た
、『
キ
リ
ス
ト
教
史
』
の
中
で
、「
長
老
教
会
内
の
信
仰

復
興
主
義
を
め
ぐ
る
緊
張
）
10
（

」
状
態
の
中
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
い
て
現
在
で
は
、
毎
週
聖
餐
式
を
行
っ
て
い
る
と
か
、
洗
礼
の
時
は
浸
礼
で
あ
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
の
み
が
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
は
、C

hristian C
hurch

（D
isciples of C

hrist

）「
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル

ス
）」
と
は
、
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子
の
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
が
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合
同
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
）
11
（

。
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
お
よ
び
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子
と
そ
の
運
動
に
つ
い
て
は
、
後
に
さ
ら
に
詳
し
く
触

れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
二
つ
の
運
動
が
一
八
三
一
年
一
二
月
三
一
日
に
合
同
し
て
生
ま
れ
た
の
が C

hristian C
hurch

（D
isciples of 

C
hrist

）
で
あ
る
。
な
お
、
成
立
年
に
つ
い
て
は
、
年
末
だ
っ
た
た
め
、
一
八
三
二
年
一
月
一
日
と
捉
え
る
考
え
方
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

名
称
に
つ
い
て
は
、
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
は “C

hristian C
hurch ” 

を
主
張
、
ト
ー
マ
ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
ス
ト
ー
ン
の
名
称
を
支
持
し

た
が
、
若
か
っ
た
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
は “D

isciples of C
hrist ” 

を
主
張
。
結
果
と
し
て
、
両
方
使
う
こ
と
と
な
っ
た
）
12
（

。
デ
ィ

サ
イ
プ
ル
ス
結
成
の
前
後
を
「
聖
書
復
帰
運
動
」（R

estoration M
ovem

ent

）
と
呼
び
、
現
代
で
は
「
ス
ト
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
運
動
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
名
称
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ェ
ス
や

チ
ャ
ー
チ
ェ
ス
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
な
ど
、
随
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
自
主
独
立
の
各
教
会
の
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ェ
ス
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
）
と
い
う
複
数
形
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
六
八
年

の
機
構
改
革
に
お
い
て
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
）
と
い
う
単
数
形
の
名
称
と
な
っ
て

い
る
）
13
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
中
に
一
八
七
五
年
に
「
外
国
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
伝
道
協
会
」（Foreign C

hristian 

M
issionary Society: FC

M
S

）
が
結
成
さ
れ
）
14
（

、
一
八
八
三
年
に
は
「
外
国
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
伝
道
協
会
」
に
よ
る
日
本
宣
教
が
な
さ
れ
、

一
八
八
四
年
に
は
ス
ミ
ス
お
よ
び
ガ
ル
ス
ト
両
宣
教
師
に
よ
る
秋
田
伝
道
が
行
わ
れ
、
同
教
派
に
よ
る
日
本
各
地
へ
の
伝
道
が
開
始
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
組
織
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
是
非
、
奴
隷
問
題
（
容
認
か
廃
絶
か
穏
健
か
）
や
、
南
北
戦
争
（
一
八
六
一
―
一
八
六
五
年
）

な
ど
を
背
景
に
、
北
部
の
教
会
を
中
心
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
の
使
用
に
対
し
て
、
主
に
南
部
の
教
会
か
ら
、
聖
書
的
で
な

い
と
ク
レ
ー
ム
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
八
九
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
か
ら
チ
ャ
ー
チ
・
オ

ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
無
楽
器
派
）
が
分
離
し
た
の
で
あ
る
。
同
派
の
日
本
宣
教
開
始
か
ら
わ
ず
か
五
年
後
、
ス
ミ
ス
、
ガ

ル
ス
ト
の
秋
田
伝
道
か
ら
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
の
日
本
宣
教
開
始
か
ら
一
五
年
後
の
一
八
九
八
年
一
二
月
二
八
日
、
ガ
ル
ス
ト
は
四
六
歳
で
天
に
召
さ
れ
た
が
、
デ
ィ

サ
イ
プ
ル
ス
と
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
無
楽
器
派
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
宣
教
師
た
ち
は
日
本
に
お
い
て
協
力
し

つ
つ
伝
道
し
て
い
た
。

ガ
ル
ス
ト
の
死
か
ら
お
よ
そ
二
〇
年
が
た
っ
た
一
九
一
九
年
に
は
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
内
の
宣
教
団
体
で
あ
る
「
外
国
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
伝
道

協
会
」
を
、
他
の
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
内
の
団
体
で
あ
る
「
米
国
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
伝
道
協
会
）
15
（

」（A
m

erican C
hristian M

issionary Society: 

A
C

M
S

）
と
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
婦
人
伝
道
局
）
16
（

」（C
hristian W

om
an ’s B

oard of M
issions: C

W
B

M

）
と
が
合
同
し
、「
共
同
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
伝
道
協
会
）
17
（

」（U
nited C

hristian M
issionary Society: U

C
M

S

）
へ
合
併
す
る
と
い
う
出
来
事
が
起
こ
る
。
こ
の
時
に
、
中
央
集
権
的

な
組
織
へ
の
賛
否
や
、
自
由
主
義
神
学
へ
の
賛
否
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
へ
の
賛
否
が
起
こ
り
、
結
果
と
し
て
一
九
二
〇
年
に
は
、
ア

メ
リ
カ
で
リ
ベ
ラ
ル
なC

hristian C
hurch

（D
isciples of C

hrist

）
と
、
保
守
的
なC

hristian C
hurch

（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
有
楽
器
派
）

と
が
分
離
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
直
前
、
宗
教
団
体
へ
の
政
府
の
統
制
を
目
的
と
し
た
宗
教
団
体
法
に
基
づ
き
一
九
四
一
年
に

日
本
基
督
教
団
が
設
立
し
、
日
本
の
「
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）」
は
第
三
部
と
し
て
合
同
し
、
旧
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
は
戦
後
も

離
脱
す
る
こ
と
な
く
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」（
有
楽
器
派
）
は
第
一
〇
部
と
し
て
合
同
し
、
戦
後
に
教
団
か
ら
離

脱
、「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」（
無
楽
器
派
）
は
戦
時
中
は
閉
鎖
し
て
戦
後
に
再
開
し
た
。

こ
れ
ら
三
派
の
現
状
に
つ
い
て
は
次
の
項
目
で
述
べ
て
ゆ
く
が
、
現
時
点
で
は
「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」（
無
楽
器
派
）
と
「
キ
リ
ス
ト
の

教
会
」（
有
楽
器
派
）
と
の
間
に
は
緩
や
か
な
交
流
が
あ
る
が
、
日
本
基
督
教
団
の
中
に
あ
る
旧
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
諸
教
会
と
は
ほ
と

ん
ど
交
流
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
九
年
に
は
聖
書
復
帰
運
動
の
二
〇
〇
周
年
を
記
念
し
た
三
派
合
同
の
礼
拝
を
行
い
日

本
基
督
教
団
滝
野
川
教
会
か
ら
も
代
表
者
が
出
席
し
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
に
は
「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」（
有
楽
器
派
）
の
第
七
〇
回
全
国

大
会
が
日
本
基
督
教
団
秋
田
高
陽
教
会
等
を
会
場
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
単
発
的
な
交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
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Ⅲ　

現
存
す
る
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設

現
存
す
る
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設
に
つ
い
て
触
れ
る
に
あ
た
り
、
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
日
本
宣
教
当
初
の
い

く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

一
つ
目
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
秋
田
県
で
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
会
と
宣
教
師
夫
人
の
死
に
つ
い
て

で
あ
る
。
一
八
八
三
年
一
〇
月
一
九
日
、
ス
ミ
ス
宣
教
師
夫
妻
と
ガ
ル
ス
ト
宣
教
師
夫
妻
が
来
日
す
る
）
18
（

。
横
浜
で
七
カ
月
日
本
語
を
学
ぶ
間

に
、
バ
プ
テ
ス
ト
派
の
ポ
ー
ト
宣
教
師
よ
り
ま
だ
宣
教
師
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
秋
田
で
の
伝
道
を
勧
め
ら
れ
た
）
19
（

。
一
八
八
四
年
五
月
三
〇

日
に
は
、
秋
田
の
土
崎
港
に
上
陸
、
人
力
車
で
久
保
田
（
後
の
秋
田
）
に
向
か
う
）
20
（

。
宣
教
師
た
ち
の
住
ま
い
と
な
る
武
家
屋
敷
は
バ
プ
テ
ス

ト
派
の
ポ
ー
ト
宣
教
師
が
用
意
し
て
い
た
）
21
（

。
六
月
一
日
に
は
、
パ
プ
テ
ス
ト
派
の
ポ
ー
ト
宣
教
師
の
説
教
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
デ
ィ
サ

イ
プ
ル
ス
教
会
の
最
初
の
礼
拝
が
行
わ
れ
た
）
22
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
日
本
基
督
教
団
秋
田
高
陽
教
会
（
旧
秋
田
基
督
教
会
）
は
六
月
一
日

を
創
立
記
念
日
と
し
て
い
る
。
宣
教
師
た
ち
は
、
豊
か
な
故
郷
ア
メ
リ
カ
を
離
れ
、
当
時
の
貧
し
い
秋
田
に
や
っ
て
来
た
の
だ
が
、
ス
ミ
ス

の
妻
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
は
、
来
秋
後
一
年
を
経
ず
し
て
、
出
産
後
に
天
に
召
さ
れ
た
。
こ
の
時
生
ま
れ
た
子
ど
も
も
、
一
カ
月
後
に
天
に
召
さ

れ
た
）
23
（

。
宣
教
師
た
ち
は
、
秋
田
の
地
に
生
き
る
人
々
に
神
様
の
愛
を
伝
え
る
た
め
に
、
文
字
通
り
命
を
懸
け
た
の
で
あ
る
。

二
つ
目
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
秋
田
・
東
北
地
方
に
咲
く
ク
ロ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ガ
ル
ス
ト
は
、
栄
養
不
良
の
子
ど
も
た
ち
が
多

い
現
実
を
見
て
、
ミ
ル
ク
を
与
え
る
た
め
に
乳
牛
を
飼
い
、
そ
の
飼
料
と
し
て
東
北
地
方
で
初
め
て
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
植
え
た
。
今
日
、
秋

田
・
東
北
の
地
に
咲
く
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
か
つ
て
宣
教
師
た
ち
が
こ
の
地
に
植
え
、
秋
田
・
東
北
の
地
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
だ
こ

と
の
証
し
で
あ
る
）
24
（

。
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三
つ
目
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
実
話
と
し
て
の
「
秋
田
の
赤
い
靴
の
物
語
り
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
の
妻
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
は
、
生
前

に
婦
人
宣
教
師
の
派
遣
を
ア
メ
リ
カ
の
本
部
に
要
請
し
て
い
た
。
彼
女
の
死
に
際
し
て
そ
の
要
請
が
聞
き
入
れ
ら
れ
、
一
八
八
六
年
に
ミ

ス
・
ハ
リ
ソ
ン
が
婦
人
宣
教
師
と
し
て
秋
田
に
や
っ
て
来
た
。
ハ
リ
ソ
ン
は
教
会
や
学
校
の
他
、
刑
務
所
で
も
聖
書
を
教
え
て
い
た
。
そ
こ

で
、
殺
人
罪
を
犯
し
無
期
懲
役
刑
で
服
役
し
て
い
た
女
性
と
出
会
う
。
こ
の
女
性
は
出
産
し
た
が
、
刑
務
所
の
中
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
ハ
リ
ソ
ン
が
こ
の
時
産
ま
れ
た
女
の
子
を
引
き
取
っ
て
育
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
女
の
子
が
小
学
校
に
入
学
す
る

時
に
は
、
彼
女
の
出
生
の
秘
密
を
隠
す
た
め
、
ハ
リ
ソ
ン
は
そ
の
子
を
教
え
子
川
井
運
吉
の
子
と
し
て
籍
を
入
れ
さ
せ
て
い
る
。
ハ
リ
ソ
ン

が
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
す
る
際
、
女
の
子
を
連
れ
て
横
浜
か
ら
出
発
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
学
で
学
ば
せ
た
後
、
ハ
ワ
イ
に
渡
り
、
共
に
日
本

人
の
た
め
に
働
い
た
。
宣
教
師
た
ち
は
、
自
ら
の
人
生
を
懸
け
て
、
刑
務
所
の
中
で
生
ま
れ
た
幼
い
命
を
育
ん
だ
の
で
あ
る
）
25
（

。

四
つ
目
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・
マ
イ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
あ
る
。
ガ
ル
ス
ト
は
後
に
鶴
岡
、
東
京
や
東
北
各
地

で
伝
道
し
、
単
税
太
郎
と
し
て
税
制
改
革
も
訴
え
、
一
八
九
八
年
四
六
歳
で
東
京
の
地
で
天
に
召
さ
れ
た
。
臨
終
の
床
に
あ
っ
て
「
遺
言
は

な
い
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
と “M

y life is m
y m

essage. ”

「
わ
た
し
の
人
生
こ
そ
わ
た
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
」
と
答
え
た
）
26
（

。
ガ
ル
ス
ト
が

亡
く
な
っ
た
時
、
伊
藤
博
文
は
「
西
洋
は
未
だ
か
つ
て
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
E
・
ガ
ル
ス
ト
に
勝
る
贈
物
を
送
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と
語
っ
た
と

い
う
）
27
（

。
ガ
ル
ス
ト
は
宣
教
師
と
な
る
前
に
は
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
陸
軍
士
官
学
校
出
身
の
軍
人
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
の

卒
業
生
と
し
て
日
本
を
訪
れ
た
人
物
は
ダ
ク
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
で
あ
る
。
宣
教
師
た
ち
は
、
自
ら
の
栄
光
を
捨
て
て
ま
で
も
、
日
本
の

地
に
生
き
る
人
々
に
仕
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
最
初
期
の
宣
教
師
た
ち
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
触
れ
る
も
の
が
三
つ
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
目
の
も
の
は
、
ス
ミ
ス
宣
教
師

の
妻
子
の
墓
碑
で
あ
り
、
現
在
、
日
本
基
督
教
団
秋
田
高
陽
教
会
の
墓
地
に
そ
の
墓
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
目
の
も
の
は
ガ
ル
ス
ト

宣
教
師
の
墓
碑
で
あ
り
、
青
山
霊
園
に
そ
の
墓
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
目
は
い
わ
ゆ
る
「
も
の
」
で
は
な
い
が
、
ガ
ル
ス
ト
の
墓
碑
に

刻
ま
れ
た
賛
美
歌
で
あ
る
。
彼
の
墓
碑
に
は
「FA

IT
H

 IS T
H

E
 V

IC
T

O
R

Y

」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
二
〇
一
九
年
の
夏
に
秋
田
高
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陽
教
会
等
を
会
場
に
行
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
有
楽
器
派
）
の
第
七
〇
回
全
国
大
会
で
紹
介
さ
れ
て
私
も
初
め
て
知
っ
た
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
ガ
ル
ス
ト
の
愛
唱
の
賛
美
歌
の
タ
イ
ト
ル
な
の
だ
そ
う
だ
。
日
本
語
で
は
『
聖
歌
』
五
一
四
番
お
よ
び
『
新
聖
歌
』
四
五
八
番

に
お
い
て
「
光
の
高
地
に
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、『
ガ
ル
ス
ト
伝
』
を
確
認
し
て
み
る
と
、「
…
…
他
に
遺
言
は
な
い
か
と

尋
ね
ら
れ
る
と
、
ガ
ル
ス
ト
は
『
わ
た
し
の
人
生
こ
そ
わ
た
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
』
と
言
っ
た
。
ガ
ル
ス
ト
は
、『
信
仰
こ
そ
勝
利
』〔
讃

美
歌
一
四
六
番
〕
と
い
う
歌
を
所
望
し
、
歌
が
終
わ
る
と
、『
す
ば
ら
し
い
』
と
さ
さ
や
い
た
）
28
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
現
行
の
『
讃
美
歌
』

一
四
六
番
は
違
う
賛
美
歌
で
あ
る
）。
日
本
基
督
教
団
の
教
会
で
は
『
聖
歌
』
や
『
新
聖
歌
』
を
用
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
ガ

ル
ス
ト
愛
唱
の
賛
美
歌
の
タ
イ
ト
ル
が
墓
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
伝
承
も
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
三
派

そ
れ
ぞ
れ
の
枠
組
み
や
各
個
教
会
お
よ
び
諸
学
校
の
枠
組
み
を
超
え
た
交
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
良
い
伝
統

を
も
っ
と
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
存
す
る
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設
に
つ
い
て
把
握

を
し
て
ゆ
き
た
い
。

1　
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
の
伝
統
の
う
ち
現
存
す
る
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設

デ
ィ
サ
イ
プ
ル
派
の
伝
統
の
う
ち
、
日
本
に
現
存
す
る
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設
に
つ
い
て
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。
ス
ト
ー
ン
・
キ
ャ

ン
ベ
ル
運
動
の
日
本
宣
教
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設
が
、
今
現
在
ど
の
く
ら
い
存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
、
い
わ
ゆ
る
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」（
こ
の
運
動
が
三
つ
に
分
か
れ
た
も
の
の
一
つ
）
の
伝
統
が
生
み
出
し
た
教
会
の
う
ち

で
、
現
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』
お
よ
び
『
日
本
基
督
教
団
年
鑑
2
0
2
0
』（
日
本
基
督
教
団
事

務
局
、
二
〇
一
九
年
）
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
確
認
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
日
本
基
督
教
団
に
残
っ
た
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
が

生
み
出
し
、
な
お
か
つ
残
っ
た
教
会
の
中
で
も
、
相
互
の
交
流
が
ほ
ぼ
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。
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二
〇
二
一
年
現
在
、
日
本
基
督
教
団
の
中
に
現
存
す
る
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
の
伝
統
が
生
み
出
し
た
教
会
は
、
一
六
あ
り
、
年
代

順
に
次
の
通
り
と
な
る
。

秋
田
高
陽
教
会
（
秋
田
県
秋
田
市
・
一
八
八
四
年
五
月
伝
道
開
始
・
同
六
月
礼
拝
開
始
）

本
荘
教
会
（
秋
田
県
由
利
本
荘
市
・
一
八
八
四
年
六
月
伝
道
開
始
・
一
八
八
七
年
四
月
教
会
設
立
）

鶴
岡
教
会
（
山
形
県
鶴
岡
市
・
一
八
八
八
年
五
月
教
会
設
立
）

小
岩
教
会
（
東
京
都
江
戸
川
区
・
一
八
九
〇
年
六
月
婦
人
会
開
始
・
一
八
九
一
年
一
〇
月
伝
道
所
開
設
・

　
　
　
　
　

一
八
九
四
も
し
く
は
一
八
九
五
年
教
会
設
立
）

福
島
新
町
教
会
（
福
島
県
福
島
市
・
一
八
九
七
年
五
月
教
会
設
立
）

仙
台
川
平
教
会
（
宮
城
県
仙
台
市
・
一
八
九
八
年
九
月
教
会
設
立
）

新
庄
教
会
（
山
形
県
新
庄
市
・
一
八
九
八
年
伝
道
開
始
・
一
九
一
三
年
六
月
教
会
設
立
・

　
　
　
　
　

二
〇
一
二
年
四
月
新
庄
本
町
教
会
が
他
の
二
教
会
と
合
併
）

玉
出
教
会
（
大
阪
府
大
阪
市
・
一
九
〇
二
年
五
月
天
王
寺
教
会
設
立
・
一
九
一
四
年
玉
出
教
会
伝
道
開
始
）

滝
野
川
教
会
（
東
京
都
北
区
・
一
九
〇
四
年
九
月
教
会
設
立
）

御
所
教
会
（
奈
良
県
御
所
市
・
一
九
〇
六
年
七
月
教
会
設
立
・
現
在
は
日
本
基
督
教
団
の
連
合
長
老
会
に
属
す
る
）

八
丈
島
教
会
（
東
京
都
八
丈
島
八
丈
町
・
一
九
一
四
年
二
月
伝
道
開
始
・
一
九
二
四
年
五
月
教
会
設
立
）

浅
草
北
部
教
会
（
東
京
都
台
東
区
・
一
九
二
〇
年
七
月
伝
道
開
始
・
一
九
三
七
年
五
月
教
会
設
立
）

中
野
桃
園
教
会
（
東
京
都
中
野
区
・
一
九
二
七
年
七
月
教
会
設
立
）

埼
大
通
り
教
会
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
・
一
九
五
二
年
二
月
伝
道
開
始
・



171 ディサイプルス派の歴史と日本宣教

　
　
　
　
　
　
　

一
九
五
五
年
五
月
伝
道
所
開
設
・
一
九
七
一
年
七
月
埼
大
通
り
伝
道
所
と
し
て
開
設
）

南
住
吉
教
会
（
大
阪
府
大
阪
市
・
一
九
五
六
年
七
月
祈
祷
会
開
始
、
一
九
五
七
年
玉
出
教
会
伝
道
所
と
し
て
開
設
）

聖
学
院
教
会
（
埼
玉
県
上
尾
市
・
一
九
七
六
年
四
月
礼
拝
開
始
、
一
〇
月
緑
聖
伝
道
所
と
し
て
開
設
）

引
き
続
き
、
い
わ
ゆ
る
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
の
伝
統
が
生
み
出
し
た
学
校
お
よ
び
諸
施
設
の
う
ち
で
、
現
存
す
る
も
の
に
つ
い
て

確
認
し
た
い
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
中
に
は
、
宣
教
師
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
生
み
出
し
た
幼
稚
園
が
後
に
教
会
に
運
営
が
任
さ
れ
、
や

が
て
学
校
法
人
を
設
立
し
そ
こ
に
寄
付
さ
れ
た
ケ
ー
ス
や
、
教
会
が
付
嘱
の
幼
稚
園
と
し
て
生
み
出
し
た
後
に
学
校
法
人
に
寄
付
さ
れ
た

ケ
ー
ス
、
財
団
法
人
か
ら
社
会
福
祉
法
人
に
組
織
変
更
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、
現
在
で
は
四
つ
の
法
人
の
中
に
一
四
の
学
校
お
よ
び
施

設
が
現
存
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
同
一
法
人
内
で
の
交
流
は
あ
る
が
、
法
人
を
超
え
て
の
交
流
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
教

会
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
関
係
教
会
に
限
ら
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

二
〇
二
一
年
現
在
、
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
の
伝
統
が
生
み
出
し
た
学
校
お
よ
び
諸
施
設
は
、
年
代
順
に
次
の
通
り
と
な
る
。

学
校
法
人
秋
田
キ
リ
ス
ト
教
学
園 

秋
田
幼
稚
園
（
一
九
〇
五
年
一
月
・
宣
教
師
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
創
立
）

学
校
法
人
聖
学
院 

女
子
聖
学
院
中
学
高
等
学
校
（
一
九
〇
五
年
一
一
月
・
神
学
部
と
し
て
創
立
）

学
校
法
人
聖
学
院 

聖
学
院
中
学
校
高
等
学
校
（
一
九
〇
六
年
九
月
・
聖
学
院
中
学
校
と
し
て
創
立
）

学
校
法
人
聖
学
院 

聖
学
院
幼
稚
園
（
一
九
一
二
年
四
月
・
中
里
幼
稚
園
と
し
て
創
立
）

学
校
法
人
秋
田
キ
リ
ス
ト
教
学
園 

認
定
こ
ど
も
園 

本
荘
幼
稚
園
（
一
九
二
六
年
五
月
・
本
荘
教
会
付
属
と
し
て
設
置
）

社
会
福
祉
法
人
康
保
会 

康
保
会
玉
淀
園
（
一
九
四
七
年
一
〇
月
・
敗
戦
に
よ
る
棄
乳
児
の
た
め
に
乳
児
院
を
設
置
）

社
会
福
祉
法
人
康
保
会 

康
保
会
保
育
園
（
一
九
五
〇
年
五
月
・
再
建
復
活
、
前
身
は
一
九
二
〇
年
七
月
開
設
の
浅
草
会
館
に
遡
る
）
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学
校
法
人
キ
リ
ス
ト
教
若
葉
学
園 

若
葉
幼
稚
園
（
一
九
五
三
年
四
月
・
鶴
岡
教
会
付
属
と
し
て
設
置
）

学
校
法
人
聖
学
院 

聖
学
院
小
学
校
（
一
九
六
〇
年
四
月
・
女
子
聖
学
院
小
学
部
と
し
て
設
置
）

社
会
福
祉
法
人
康
保
会 

康
保
会
乳
児
保
育
所
（
一
九
七
一
年
六
月
設
置
）

学
校
法
人
聖
学
院 

聖
学
院
み
ど
り
幼
稚
園
（
一
九
七
八
年
一
月
・
女
子
聖
学
院
短
期
大
学
付
属
と
し
て
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
六
七
年
に
設
置
さ
れ
た
短
期
大
学
は
聖
学
院
大
学
へ
の
全
面
改
組
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
）

学
校
法
人
聖
学
院 
聖
学
院
大
学
（
一
九
八
八
年
四
月
設
置
）

学
校
法
人
聖
学
院 

聖
学
院
大
学
大
学
院
（
一
九
九
六
年
四
月
設
置
）

社
会
福
祉
法
人
康
保
会 

東
上
野
乳
児
保
育
園
（
一
九
九
七
年
六
月
設
置
）

こ
れ
ら
一
四
の
学
校
お
よ
び
諸
施
設
は
次
の
四
つ
の
法
人
（
設
立
年
代
順
）
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
。

社
会
福
祉
法
人
康
保
会
（
一
九
二
〇
年
七
月
・
浅
草
会
館
と
し
て
創
立
し
後
に
康
保
会
と
名
称
変
更
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
五
二
年
に
財
団
法
人
か
ら
社
会
福
祉
法
人
に
組
織
変
更
）

学
校
法
人
聖
学
院
（
一
九
二
〇
年
設
立
の
財
団
法
人
聖
学
院
と
一
九
三
六
年
設
立
の
財
団
法
人
女
子
聖
学
院
が
私
立
学
校
法
施
行
に
と
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
五
一
年
三
月
に
設
立
）

学
校
法
人
秋
田
キ
リ
ス
ト
教
学
園
（
一
九
八
二
年
三
月
設
立
）

学
校
法
人
キ
リ
ス
ト
教
若
葉
学
園
（
二
〇
〇
三
年
一
月
設
立
）

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
の
伝
統
が
生
み
出
し
た
教
会
、
学
校
、
諸
施
設
は
現
在
、
宗
教
法
人
、
学
校
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法
人
、
社
会
福
祉
法
人
と
別
々
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
秋
田
や
鶴
岡
の
例
で
言
え
ば
、
幼
稚
園
を
寄
付
す
る
ま
で
付
属
施
設
と
し
て
運

営
し
て
い
た
教
会
の
牧
師
が
学
校
法
人
設
立
当
初
の
理
事
長
と
し
て
就
任
し
て
い
る
。
学
校
法
人
は
財
団
法
人
の
特
殊
な
形
と
し
て
定
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
最
初
に
寄
付
を
し
た
者
の
意
志
を
実
現
す
る
た
め
に
存
続
し
て
ゆ
く
べ
き
法
人
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

学
校
法
人
に
つ
い
て
言
え
ば
宣
教
師
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
教
会
の
意
志
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
組
織
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
現
状

の
把
握
を
し
た
上
で
、
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
達
の
意
志
を
共
に
受
け
取
り
、
相
互
の
交
わ
り
と
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

2　
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
無
楽
器
派
）
の
伝
統
の
う
ち

　
　
現
存
す
る
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設

こ
れ
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
の
伝
統
が
生
み
出
し
た
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設
の
う
ち
で
、
現
存
す
る
も
の
に

つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
数
は
一
六
の
教
会
（
新
庄
に
つ
い
て
は
要
検
討
）
と
、
四
つ
の
法
人
の
中
に
一
四
の
学
校
お
よ
び
施
設
が
現

存
し
て
い
る
（
こ
の
中
に
聖
学
院
神
学
校
が
合
流
し
た
東
京
神
学
大
学
は
含
め
て
い
な
い
）。

そ
れ
で
は
、
一
八
八
三
年
に
来
日
し
た
正
式
に
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
＝
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
と
呼
ば
れ

る
運
動
の
日
本
宣
教
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設
の
う
ち
、
現
存
す
る
も
の
は
こ
の
三
〇
の
み
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
運
動
の
分
裂
に
つ
い
て
の
細
か
い
経
緯
は
別
の
機
会
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
八
八
九
年
に

チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
無
楽
器
派
・
以
下
無
楽
器
派
と
略
す
る
）
が
分
か
れ
、
一
九
二
〇
年
に
は
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
有
楽
器
派
・
以
下
有
楽
器
派
と
略
す
る
）
と
い
わ
ゆ
る
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
が
分
か
れ
、

三
つ
の
派
に
分
か
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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だ
か
ら
、
一
八
八
三
年
に
来
日
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
＝
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
の
日
本
宣
教
に
つ
い
て
の

二
〇
二
一
年
の
時
点
で
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
無
楽
器
派
と
、
有
楽
器
派
の
現
存
す
る
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設
を
加
え
て
初
め
て
把
握

で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
は
、
無
楽
器
派
の
う
ち
、『
キ
リ
ス
ト
教
年
鑑
2
0
2
0
』
よ
り
、
現
存
す
る
教
会
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
い
。
な
お
、（　

）

内
の
年
号
は
設
立
年
で
あ
る
が
、
年
鑑
に
設
立
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
「
未
確
認
」
と
し
て
あ
る
。

無
楽
器
派
の
教
会
は
日
本
国
内
に
四
六
教
会
が
現
存
し
て
い
る
。

常
陸
太
田
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
・
一
九
二
六
年
）

興
津
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
静
岡
県
静
岡
市
・
一
九
二
六
年
）

瓜
連
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
那
珂
市
・
一
九
三
三
年
）

日
立
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
日
立
市
・
一
九
四
七
年
）

多
賀
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
日
立
市
・
一
九
四
七
年
）

水
戸
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
水
戸
市
・
一
九
四
八
年
）

大
み
か
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
日
立
市
・
一
九
四
八
年
）

御
茶
の
水
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
東
京
都
千
代
田
区
・
一
九
四
八
年
）

勝
田
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
・
一
九
四
九
年
）

日
高
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
日
立
市
・
一
九
四
九
年
）

清
水
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
静
岡
県
静
岡
市
・
一
九
五
〇
年
）

野
毛
山
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
神
奈
川
県
横
浜
市
・
一
九
五
一
年
）

華
川
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
北
茨
城
市
・
一
九
五
二
年
）

上
野
原
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
山
梨
県
上
野
原
市
・
一
九
五
三
年
）

沼
津
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
静
岡
県
沼
津
市
・
一
九
五
三
年
）

那
覇
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
那
覇
市
・
一
九
五
三
年
）

水
戸
袴
塚
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
水
戸
市
・
一
九
五
四
年
）

石
川
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
う
る
ま
市
・
一
九
五
四
年
）

那
珂
湊
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
・
一
九
五
五
年
）

石
岡
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
石
岡
市
・
一
九
五
六
年
）

蕨
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
埼
玉
県
蕨
市
・
一
九
五
六
年
）

仙
台
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
宮
城
県
仙
台
市
・
一
九
五
七
年
）

土
浦
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
土
浦
市
・
一
九
五
九
年
）

横
田
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
東
京
都
福
生
市
・
一
九
六
〇
年
）
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松
戸
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
千
葉
県
松
戸
市
・
一
九
六
一
年
）

立
川
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
東
京
都
立
川
市
・
一
九
六
二
年
）

相
模
台
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
・
一
九
六
四
年
）

友
部
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
笠
間
市
・
一
九
八
五
年
）

ロ
ゴ
ス
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
沖
縄
市
・
一
九
九
五
年
）

大
阪
玉
造
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
大
阪
府
大
阪
市
・
二
〇
〇
三
年
）

八
戸
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
青
森
県
八
戸
市
・
未
確
認
）

高
萩
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
高
萩
市
・
未
確
認
）

久
慈
浜
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
日
立
市
・
未
確
認
）

額
田
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
那
珂
市
・
未
確
認
）

大
子
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
久
慈
郡
大
子
町
・
未
確
認
）

小
瀬
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
・
未
確
認
）

石
塚
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
茨
城
県
東
茨
城
郡
城
里
町
・
未
確
認
）

金
沢
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
神
奈
川
県
横
浜
市
・
未
確
認
）

大
月
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
山
梨
県
大
月
市
・
未
確
認
）

富
士
吉
田
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
・
未
確
認
）

静
岡
中
央
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
静
岡
県
静
岡
市
・
未
確
認
）

大
岩
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
静
岡
県
静
岡
市
・
未
確
認
）

中
田
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
静
岡
県
静
岡
市
・
未
確
認
）

大
井
川
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
静
岡
県
焼
津
市
・
未
確
認
）

大
阪
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
兵
庫
県
宍
粟
市
・
未
確
認
）

那
覇
中
央
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
那
覇
市
・
未
確
認
）

無
楽
器
派
の
団
体
は
日
本
国
内
に
一
団
体
が
現
存
し
て
い
る
。

来
日
宣
教
師
社
団
（
東
京
都
・
御
茶
の
水
・
一
八
九
二
年
）

無
楽
器
派
の
学
校
は
日
本
国
内
に
一
法
人
の
中
に
五
校
が
現
存
し
て
い
る
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
は
学
校
教
育
法
上
の
学
校
で
は

な
く
教
育
基
本
法
上
の
学
校
）。
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学
校
法
人
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
（
一
九
四
七
年
）

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
高
等
学
校
（
一
九
四
八
年
）

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
中
学
校
（
一
九
六
二
年
）

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
（
一
九
六
七
年
）

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
附
属
認
定
こ
ど
も
園
み
ら
い
園
（
二
〇
一
六
年
）

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
附
属
認
定
こ
ど
も
園
せ
い
じ
園
（
二
〇
一
六
年
）

無
楽
器
派
の
神
学
校
と
し
て
は
一
施
設
が
現
存
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
の
教
会
伝
道
学
院
（
東
京
都
・
立
川
市
・
一
九
八
九
年
）

現
在
は
、
い
わ
ゆ
る
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
と
無
楽
器
派
と
の
交
流
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
一
八
八
三
年
に
来

日
し
た
ス
ミ
ス
宣
教
師
と
ガ
ル
ス
ト
宣
教
師
の
伝
道
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設
な
の
で
あ
る
。

3　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
有
楽
器
派
）
の
伝
統
の
う
ち

　
　
現
存
す
る
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設

こ
れ
ま
で
、
ス
ト
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
運
動
の
日
本
宣
教
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
と
「
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・

ク
ラ
イ
ス
ト
」（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
無
楽
器
派
）
の
現
存
す
る
教
会
お
よ
び
諸
施
設
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
き
た
。
次
に
、
残
る
「
ク
リ
ス
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東
京
若
葉
キ
リ
ス
ト
教
会
（
東
京
都
新
宿
区
・
一
九
〇
三
年
）

世
田
谷
基
督
教
会
（
東
京
都
世
田
谷
区
・
一
九
二
五
年
）

旭
基
督
教
会
（
大
阪
府
大
阪
市
旭
区
・
一
九
二
五
年
）

上
落
合
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
東
京
都
新
宿
区
・
一
九
三
〇
年
）

南
静
園
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
・
一
九
三
三
年
）

港
キ
リ
ス
ト
教
会
（
神
奈
川
県
横
浜
市
港
区
・
一
九
四
〇
年
）

中
野
キ
リ
ス
ト
教
会
（
東
京
都
中
野
区
・
一
九
五
〇
年
）

左
京
キ
リ
ス
ト
教
会
（
京
都
府
京
都
市
左
京
区
・
一
九
五
〇
年
）

大
東
キ
リ
ス
ト
チ
ャ
ペ
ル
（
大
阪
府
大
東
市
・
一
九
五
一
年
）

第
一
キ
リ
ス
ト
教
会
（
兵
庫
県
伊
丹
市
・
一
九
五
一
年
）

鹿
屋
キ
リ
ス
ト
教
会
（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
・
一
九
五
一
年
）

今
泊
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
国
頭
郡
・
一
九
五
一
年
）

狭
山
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
埼
玉
県
入
間
市
・
一
九
五
二
年
）

名
古
屋
西
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
愛
知
県
名
古
屋
市
・
一
九
五
二
年
）

我
孫
子
キ
リ
ス
ト
教
会
（
千
葉
県
我
孫
子
市
・
一
九
五
三
年
）

紀
南
基
督
教
会
（
和
歌
山
県
田
辺
市
・
一
九
五
三
年
）

串
良
キ
リ
ス
ト
教
会
（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
・
一
九
五
三
年
）

平
良
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
・
一
九
五
三
年
）

藻
岩
下
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
北
海
道
札
幌
市
・
一
九
五
七
年
）

西
之
表
基
督
教
会
（
鹿
児
島
県
西
之
表
市
・
一
九
五
七
年
）

桜
山
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
東
京
都
中
野
区
・
一
九
六
〇
年
）

作
東
キ
リ
ス
ト
教
会
（
岡
山
県
美
作
市
・
一
九
六
一
年
）

山
王
原
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
・
一
九
六
四
年
）

中
振
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
大
阪
府
枚
方
市
・
一
九
六
四
年
）

伴
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
広
島
県
広
島
市
・
一
九
六
四
年
）

加
治
木
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
鹿
児
島
県
姶
良
市
・
一
九
六
四
年
）

鹿
児
島
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
・
一
九
六
八
年
）

仮
屋
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
兵
庫
県
淡
路
市
・
一
九
六
九
年
）

め
じ
ろ
台
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
東
京
都
八
王
子
市
・
一
九
七
〇
年
）

東
広
島
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
広
島
県
東
広
島
市
・
一
九
七
〇
年
）

チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
」（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
有
楽
器
派
）
の
う
ち
、『
キ
リ
ス
ト
教
年
鑑
2
0
2
0
』
よ
り
現
存
す
る
教
会
お
よ
び
諸
施
設
に

つ
い
て
確
認
を
し
た
い
。

有
楽
器
派
の
教
会
は
日
本
国
内
に
次
の
六
六
教
会
が
現
存
し
て
い
る
。
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小
野
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
兵
庫
県
小
野
市
・
一
九
七
一
年
）

沖
縄
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
浦
添
市
・
一
九
七
一
年
）

恩
多
キ
リ
ス
ト
教
会
（
東
京
都
東
村
山
市
・
一
九
七
二
年
）

宇
地
泊
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
・
一
九
七
二
年
）

キ
リ
ス
ト
家
の
教
会
（
沖
縄
県
名
護
市
・
一
九
七
二
年
）

東
区
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
北
海
道
札
幌
市
・
一
九
七
八
年
）

片
倉
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
東
京
都
八
王
子
市
・
一
九
七
八
年
）

吉
野
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
・
一
九
七
九
年
）

遠
賀
キ
リ
ス
ト
教
会
（
福
岡
県
遠
賀
郡
・
一
九
八
〇
年
）

町
田
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
東
京
都
町
田
市
・
一
九
八
一
年
）

林
野
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
岡
山
県
美
作
市
・
一
九
八
三
年
）

恵
み
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
兵
庫
県
宝
塚
市
・
一
九
八
八
年
）

神
園
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
兵
庫
県
西
宮
市
・
一
九
八
九
年
）

野
の
花
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
一
九
九
七
年
）

南
福
岡
キ
リ
ス
ト
教
会
（
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
・
一
九
九
九
年
）

旭
ヶ
丘
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
宮
城
県
仙
台
市
・
二
〇
〇
三
年
）

梅
田
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
東
京
都
足
立
区
・
未
確
認
）

荒
川
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
東
京
都
荒
川
区
・
未
確
認
）

余
丁
町
基
督
教
会
（
東
京
都
新
宿
区
・
未
確
認
）

西
荻
窪
キ
リ
ス
ト
教
会
（
東
京
都
杉
並
区
・
未
確
認
）

横
須
賀
第
一
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
・
未
確
認
）

佐
久
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
長
野
県
佐
久
市
・
未
確
認
）

明
石
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
兵
庫
県
明
石
市
・
未
確
認
）

三
栖
キ
リ
ス
ト
教
会
（
和
歌
山
県
田
辺
市
・
未
確
認
）

岡
山
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
県
美
作
市
・
未
確
認
）

野
市
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
高
知
県
香
南
市
・
未
確
認
）

土
佐
山
田
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
高
知
県
香
美
市
・
未
確
認
）

串
木
野
キ
リ
ス
ト
教
会
（
鹿
児
島
県
い
ち
き
串
木
野
市
・
未
確
認
）

垂
水
キ
リ
ス
ト
教
会
（
鹿
児
島
県
垂
水
市
・
未
確
認
）

末
吉
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
・
未
確
認
）

源
河
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
名
護
市
・
未
確
認
）

喜
瀬
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
名
護
市
・
未
確
認
）

真
喜
屋
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
名
護
市
・
未
確
認
）

屋
部
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
名
護
市
・
未
確
認
）

渡
口
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
中
頭
郡
・
未
確
認
）

本
部
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（
沖
縄
県
国
頭
郡
・
未
確
認
）
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有
楽
器
派
の
団
体
は
日
本
国
内
に
一
団
体
が
現
存
し
て
い
る
。

宗
教
法
人
四
谷
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
東
京
都
中
野
区
）

有
楽
器
派
の
宿
泊
施
設
と
し
て
は
二
施
設
が
現
存
し
て
い
る
。

洞
爺
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ハ
ウ
ス
（
北
海
道
虻
田
郡
・
集
会
・
宿
泊
・
研
修
）

信
州
バ
イ
ブ
ル
キ
ャ
ン
プ
（
長
野
県
佐
久
市
・
キ
ャ
ン
プ
場
）

有
楽
器
派
の
神
学
校
と
し
て
は
一
施
設
が
現
存
し
て
い
る
。

大
阪
聖
書
学
院
（
大
阪
府
大
阪
市
旭
区
・
一
九
三
七
年
）

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
と
「
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
」（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
無

楽
器
派
）、
そ
し
て
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
」（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
有
楽
器
派
）
を
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
別
に
見
る
と
、
教
会
数
も

少
な
く
、
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
全
て
を
一
八
八
三
年
に
ス
ミ
ス
宣
教
師
と
ガ
ル
ス
ト
宣
教
師
を
派
遣

し
たC

hristian C
hurches

（D
isciples of C

hrist

）
の
日
本
宣
教
と
し
て
、
あ
る
い
は
ス
ト
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
運
動
の
日
本
宣
教
と
し

て
ト
ー
タ
ル
で
捉
え
直
し
て
み
る
と
、
見
え
方
が
全
く
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
後
に
枝
分
か
れ
し
た
三
つ
の
派
を
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
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一
二
八
の
教
会
（
新
庄
を
除
け
ば
一
二
七
）、
二
つ
の
団
体
、
五
つ
の
学
校
法
人
お
よ
び
社
会
福
祉
法
人
の
う
ち
に
一
九
の
学
校
お
よ
び
施

設
（
東
神
大
は
含
め
ず
）、
二
つ
の
宿
泊
施
設
、
二
つ
の
神
学
校
（
東
神
大
を
含
め
る
な
ら
ば
三
つ
）
が
現
存
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
の
教
会
お
よ
び
伝
道
所
の
数
で
比
較
す
る
と
、
日
本
基
督
教
団
一
六
九
九
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
九
六
六
、
日
本
バ
プ
テ

ス
ト
連
盟
三
一
九
、
日
本
聖
公
会
三
一
二
、
日
本
同
盟
基
督
教
団
二
五
五
、
日
本
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
教
団
二
一
八
、
日

本
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
連
合
一
九
四
、
セ
ブ
ン
ス
デ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
教
団
一
八
二
、
日
本
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団
一
五
二
、
日
本
キ
リ
ス

ト
改
革
派
教
会
一
三
九
に
続
き
、T

he Light of E
ternal A

gape

一
二
八
と
並
ん
で
一
一
番
目
に
多
い
数
な
の
で
あ
る
。
も
し
も
、
ス
ト
ー

ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
運
動
が
分
裂
す
る
こ
と
な
く
日
本
に
宣
教
が
続
け
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
三
つ
に
分

裂
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
分
裂
す
る
時
に
何
が
問
題
と
な
っ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
私
た
ち
の
教
会
の
ル
ー
ツ
は
何
を
目
指
し
た
運

動
で
教
会
史
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。
分
裂
し
た
三
派
は
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
運
動
の
何
を
継
承
し
た
の
か
。
日
本
基
督
教
団

に
残
っ
た
い
わ
ゆ
る
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」
の
伝
統
に
あ
る
私
た
ち
の
教
会
は
こ
の
運
動
の
歴
史
と
メ
リ
ッ
ト
お
よ
び
デ
メ
リ
ッ
ト
を

正
し
く
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
ら
を
知
っ
て
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
け
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
た

め
に
も
、
ま
ず
は
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子
の
運
動
に
つ
い
て
詳
し
く
把
握
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

Ⅳ　

バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子
の
運
動
に
つ
い
て

1　
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
の
運
動
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
旧
「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
」、「
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
」（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
無
楽
器
派
）、「
ク
リ
ス
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チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
」（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
有
楽
器
派
）
の
現
存
す
る
教
会
お
よ
び
諸
施
設
に
つ
い
て
、
現
在
わ
か
る
範
囲
で
確
認
し
て
き

た
。
現
時
点
で
は
三
つ
に
分
裂
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
八
八
三
年
に
ス
ミ
ス
宣
教
師
と
ガ
ル
ス
ト
宣
教
師

を
日
本
に
派
遣
し
た
時
点
に
お
い
て
はC

hristian C
hurches

（D
isciples of C

hrist

）
と
い
う
一
つ
の
緩
や
か
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
教
会
の
ル
ー
ツ
は
そ
も
そ
も
何
を
目
指
し
た
運
動
で
教
会
史
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
を
見
て
い
く
こ
と

と
し
た
い
。

な
お
、
こ
の
運
動
の
概
略
に
つ
い
て
は
、「
Ⅱ　

デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の
歴
史
の
概
略
に
つ
い
て
（
主
に
日
本
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
）」

で
紹
介
し
た
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
日
本
語
で
読
め
る
文
献
が
二
〇
一
九
年
に
新
た
に
二
点
刊
行
さ
れ
た
。

一
点
目
は
、『
わ
た
し
た
ち
の
ル
ー
ツ
』（
C
・
レ
ナ
ー
ド
・
ア
レ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
T
・
ヒ
ュ
ー
ズ
著
、
池
田
基
宣
、
千
田
俊
昭
、

小
幡
幸
和
、
相
川
忠
義
訳
、
大
阪
聖
書
学
院
・
キ
リ
ス
ト
の
教
会
伝
道
学
院
、
二
〇
一
九
年
。
原
書
はC

. Leonard A
llen, R

ichard T. 

H
ughes, D

iscovering O
ur R

oots: T
he A

ncestry of C
hurches of C

hrist

（A
bilene, T

X
: A

bilene C
hristian U

niversity Press, 1988

））。

な
お
、
こ
れ
は
、「
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
」（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
無
楽
器
派
）
の
牧
師
と
、「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
」（
キ

リ
ス
ト
の
教
会
有
楽
器
派
）
の
牧
師
と
の
共
訳
と
な
る
。

二
点
目
は
、『
我
ら
の
歩
み
――
日
本
の
「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」
有
楽
器
派
』
池
田
基
宣
、
大
塚
春
香
、
岸
本
大
樹
著
、
大
阪
聖
書
学
院
、

二
〇
一
九
年
）
で
あ
る
。

私
た
ち
の
教
会
の
ル
ー
ツ
は
、
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
の
運
動
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子
の
運
動
が
合
同
し
た
こ
と
に
始
ま
る
ゆ
え
、
こ
れ
よ

り
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
の
運
動
と
、
ト
ー
マ
ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
お
よ
び
息
子
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
運
動
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
は
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
の
歩
み
が
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
運
動
と
合
同
す
る
ま
で
を
確
認
し
た
い
。
な
お
以
下
に
記
す
の
は
、
主
に
前
述

の
『
我
ら
の
歩
み
』
よ
り
池
田
基
宣
が
記
し
た
「
第
一
章　

復
帰
運
動
に
つ
い
て
・
そ
の
一
――
ア
メ
リ
カ
新
大
陸
で
新
た
な
群
れ
が
誕
生
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す
る
ま
で
」
の
要
約
と
な
る
。

バ
ー
ト
ン
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
ス
ト
ー
ン
は
、
一
七
七
二
年
一
二
月
二
四
日
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ポ
ー
ト
ト
バ
コ
で
生
ま
れ
た
。
彼
の
五

代
前
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ト
ー
ン
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
の
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
州
知
事
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
独

立
宣
言
の
署
名
者
の
一
人
ト
マ
ス
・
ス
ト
ー
ン
は
は
と
こ
（second cousin

）
の
よ
う
で
あ
る
）
29
（

。
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
の
家
庭
は
大
家

族
で
一
五
人
の
奴
隷
を
所
有
し
大
規
模
農
園
を
営
ん
で
お
り
、
彼
は
英
国
国
教
会
で
幼
児
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
一
七
七
五
年
に
父
が
亡

く
な
り
、
家
族
と
共
に
一
七
七
九
年
に
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ト
シ
ル
ベ
ニ
ア
郡
に
移
住
、
さ
ら
に
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
移
住
し
て
い
る
。

一
七
九
〇
年
に
は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
ギ
ル
フ
ォ
ー
ド
郡
グ
リ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
コ
ー
ル
ド
ウ
ェ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入

学
。
ル
ー
ム
メ
イ
ト
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
リ
バ
イ
バ
ル
集
会
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
ま
た
別
の
集
会
で
長
老
教
会
の
牧
師
の
説
教
を
聴
き

回
心
し
、
長
老
教
会
員
と
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
入
学
当
初
は
法
律
家
を
志
し
て
い
た
が
、
コ
ー
ル
ド
ウ
ェ
ル
学
長
の
励
ま
し
も
あ
り
、
説

教
者
と
し
て
の
道
を
志
す
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
聖
書
に
は
十
分
に
親
し
ん
で
い
た
が
、
神
学
と
は
無
縁
で
あ
り
、
三
位
一
体
と
い
う
言
葉

を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
避
け
る
立
場
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
彼
が
説
教
者
と
な
る
た
め
の
試
験
で
は
三
位
一
体
の
教
理
の
テ
ー
マ
が
扱
わ

れ
た
が
、
彼
に
同
情
的
な
試
験
官
の
配
慮
に
よ
っ
て
三
位
一
体
に
つ
い
て
の
意
地
悪
な
質
問
を
さ
れ
ず
に
、
説
教
者
と
し
て
の
資
格
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
も
牧
師
と
な
る
た
め
の
諮
問
に
お
い
て
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
信
仰
告
白
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か

が
問
わ
れ
た
が
、
ス
ト
ー
ン
は
「
は
い
、
そ
れ
が
神
の
御
言
と
一
致
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
そ
う
い
た
し
ま
す
」
と
答
え
、
一
七
九
八
年

に
按
手
を
受
け
、
長
老
教
会
の
正
式
な
牧
師
と
な
り
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
ケ
イ
ン
リ
ッ
ジ
教
会
と
コ
ン
コ
ル
ド
教
会
を
兼
牧
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
大
覚
醒
運
動
の
波
が
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
に
も
入
り
込
ん
で
き
た
。
一
八
〇
一
年
春
に
、
ス
ト
ー
ン
は
リ
バ
イ
バ

ル
の
集
会
に
お
い
て
人
々
が
倒
れ
た
り
、
力
強
く
キ
リ
ス
ト
を
証
し
し
、
悔
い
改
め
を
迫
る
姿
に
困
惑
し
つ
つ
も
心
打
た
れ
、
こ
の
運
動
が

本
当
に
神
の
働
き
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
兼
牧
し
て
い
る
両
教
会
で
説
教
し
た
が
、
コ
ン
コ
ル
ド
教
会
で
は
説

教
中
に
二
人
の
少
女
が
倒
れ
る
と
い
う
リ
バ
イ
バ
ル
集
会
で
見
た
も
の
と
同
じ
現
象
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、
ス
ト
ー
ン
は
同
年
夏
に
独
自
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の
リ
バ
イ
バ
ル
集
会
を
計
画
し
た
。
そ
の
輪
は
超
教
派
に
ま
で
広
が
り
、
そ
れ
は
第
二
次
覚
醒
運
動
で
有
名
な
ケ
イ
ン
リ
ッ
ジ
・
キ
ャ
ン

プ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
天
幕
集
会
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
回
心
者
は
五
〇
〇
か
ら
一
〇
〇
〇
人
に
上
っ
た
が
、
感
情
的
高
ま
り

の
中
で
参
加
者
の
少
女
が
妊
娠
す
る
出
来
事
が
起
こ
っ
た
り
、
長
老
派
の
牧
師
た
ち
が
他
教
派
の
牧
師
た
ち
と
協
力
し
た
こ
と
、
無
資
格
者

に
説
教
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
他
教
派
の
人
々
が
長
老
派
に
加
わ
る
と
見
込
ん
で
い
た
が
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
と
知
っ
た
長

老
派
の
指
導
者
た
ち
は
、
ス
ト
ー
ン
と
同
僚
に
責
任
転
嫁
し
、
牧
師
の
職
を
剥
奪
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
ス
ト
ー
ン
ら
数
名
が
反
対
し
、

一
八
〇
三
年
に
新
た
に
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
長
老
会
」
を
設
立
し
た
が
、
一
八
〇
四
年
六
月
に
は
解
散
し
て
い
る
。
そ
の
解
散
に

際
し
て
、
Ⅱ
の
概
略
で
述
べ
た
通
り
、「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
長
老
会
の
遺
言
状
」（Last W

ill and Testam
ent of T

he Springfield 

Presbytery

）
と
い
う
文
書
が
出
さ
れ
、
ス
ト
ー
ン
も
サ
イ
ン
を
し
て
い
る
。
池
田
は
こ
の
文
書
に
つ
い
て
「
1 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
一
致

と
い
う
基
本
概
念
、
2 

聖
書
の
絶
対
的
権
威
、
3 

各
個
教
会
の
自
治
権
を
強
調
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
ス
ト
ー
ン
の
運
動

は
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
そ
の
運
動
は
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、
テ
ネ
シ
ー
、
北
ア
ラ
バ
マ
、

オ
ハ
イ
オ
南
部
に
広
が
り
、
一
八
一
一
年
ま
で
に
は
一
万
三
〇
〇
〇
人
の
賛
同
者
を
得
て
い
た
と
い
う
）
30
（

。
一
八
二
六
年
頃
に
は
メ
ン
バ
ー
は

約
一
万
五
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
と
い
う
）
31
（

。

ま
た
彼
は
、
一
八
二
六
年
よ
り
定
期
刊
行
物
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
』
誌
を
刊
行
し
て
い
る
。
後
の
一
八
三
一
年
一
二
月

三
一
日
に
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
運
動
と
合
同
す
る
こ
と
に
な
る
。

ス
ト
ー
ン
の
運
動
の
特
徴
に
つ
い
て
、
池
田
は
「
内
な
る
敬
虔
さ
と
外
な
る
聖
さ
に
重
き
を
置
い
た
、
倫
理
的
・
霊
的
改
革
」
と
述
べ
て

お
り
、
彼
の
世
界
観
を
「
終
末
論
的
世
界
観
」
お
よ
び
「
世
捨
て
人
的
世
界
観
」
と
し
て
い
る
）
32
（

。
ま
た
、
ア
レ
ン
と
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、「
初
期

の
焦
点
は
初
代
教
会
の
形
や
構
成
へ
の
復
帰
よ
り
も
、
聖
さ
と
義
な
る
生
き
方
に
あ
っ
た
。
ス
ト
ー
ン
と
そ
の
仲
間
た
ち
に
と
っ
て
、
復
帰

と
は
何
よ
り
も
先
ず
、
初
代
キ
リ
ス
ト
者
共
同
体
の
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
の
回
復
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
）
33
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
ス

ト
ー
ン
は
「
神
の
王
国
」
と
い
う
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ず
、「
神
の
支
配
」「
神
の
統
治
」
と
い
う
言
葉
を
好
ん
で
用
い
つ
つ
、
こ
の
世
の
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価
値
観
に
合
わ
せ
て
生
き
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
世
に
お
い
て
は
寄
留
者
と
し
て
、
神
の
支
配
へ
の
忠
誠
心
を
持
っ
て
生
き
た
と
い
う
の
で

あ
る
）
34
（

。
ま
た
ス
ト
ー
ン
は
「
終
末
論
的
分
派
主
義
者
」
と
し
て
歩
む
中
で
、
文
明
化
さ
れ
た
社
会
で
生
き
る
こ
と
よ
り
も
西
部
の
田
舎
で
シ

ン
プ
ル
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
を
好
ん
だ
と
い
う
）
35
（

。
ま
た
そ
の
よ
う
な
ス
ト
ー
ン
の
世
界
観
は
、
実
際
の
生
活
の
上
で
次
の
二
つ
の
特
徴
を
も

た
ら
し
た
と
い
う
。
一
つ
は
、「
こ
の
世
か
ら
の
分
離
」
で
あ
り
、
ス
ト
ー
ン
は
「
群
れ
の
メ
ン
バ
ー
に
不
必
要
な
持
ち
物
を
控
え
る
よ
う

に
勧
め
、
未
亡
人
や
孤
児
の
面
倒
を
見
て
、
貧
し
い
者
や
飢
え
乾
い
て
い
る
者
に
仕
え
、
奴
隷
を
持
っ
て
い
た
ら
教
育
し
て
自
立
で
き
る
よ

う
に
し
て
か
ら
解
放
す
る
よ
う
勧
め
た
」
と
い
う
）
36
（

。
も
う
一
つ
は
、「
こ
の
世
の
政
治
は
そ
れ
が
民
主
主
義
で
あ
れ
、
悪
魔
的
で
不
合
法
な

も
の
で
あ
る
。
故
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
そ
の
よ
う
な
政
治
運
動
は
、
投
票
も
含
め
て
一
切
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ

た
と
い
う
）
37
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
「
ス
ト
ー
ン
の
群
れ
は
、
税
と
法
律
の
遵
守
以
外
、
一
切
政
治
活
動
を
拒
否
し
た
。
投
票
を
拒
否
す
る
者
が
多

く
、
ま
た
、
群
れ
全
体
が
完
全
な
平
和
主
義
、
反
戦
の
立
場
に
立
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
）
38
（

。

ス
ト
ー
ン
の
運
動
の
初
期
の
焦
点
で
あ
る
「
聖
さ
と
義
な
る
生
き
方
」
に
よ
る
「
初
代
キ
リ
ス
ト
者
共
同
体
の
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
の
回

復
」
は
、
後
に
「
初
代
教
会
へ
の
復
帰
」
と
い
う
運
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。「
彼
ら
の
復
帰
へ
の
志
向
は
、
単
な
る
歴
史
的
伝
統
の
拒

絶
の
み
な
ら
ず
、
初
代
教
会
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
積
極
的
再
建
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
」
の
で
あ
る
）
39
（

。

ス
ト
ー
ン
の
運
動
の
基
盤
の
一
つ
は
「
自
由
」
の
概
念
で
あ
っ
た
）
40
（

。「
こ
れ
ら
の
急
進
者
た
ち
は
歴
史
的
に
人
々
を
縛
り
付
け
て
き
た
信

条
や
職
階
、
伝
統
、
さ
ら
に
教
理
さ
え
も
投
げ
捨
て
」
て
、「
そ
の
代
わ
り
、
彼
ら
の
視
線
は
聖
な
る
書
に
顕
さ
れ
た
初
代
キ
リ
ス
ト
教
に

し
っ
か
り
と
据
え
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
）
41
（

。
そ
の
よ
う
な
「
自
由
」
に
基
盤
を
置
い
た
結
果
、「
ス
ト
ー
ン
運
動
は
そ
の
始
ま
り
に
お
い
て
、

ほ
と
ん
ど
教
理
や
形
式
な
い
し
組
織
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
）
42
（

。
ア
レ
ン
と
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、「
こ
の
運
動
を
共
に
結
び
つ
け
る

絆
は
初
代
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
献
身
で
あ
り
、
そ
の
最
も
重
要
な
特
徴
と
彼
ら
が
考
え
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
品
性
と
自
由
だ
っ
た

の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
）
43
（

。

ス
ト
ー
ン
は
ま
た
、
千
年
王
国
の
到
来
の
切
迫
性
を
強
調
し
た
。
そ
こ
か
ら
彼
の
運
動
の
も
う
一
つ
の
焦
点
で
あ
る
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
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一
致
）
44
（

」
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。「
人
間
の
伝
統
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
世
界
は
、
明
ら
か
に
千
年
王
国
の
夜
明
け
が
持

つ
完
全
性
に
高
め
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
…
…
初
代
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
復
帰
を
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
一
致
手
段
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
千
年
王
国

到
来
を
早
め
る
こ
と
に
な
る
と
主
張
し
た
」
と
い
う
）
45
（

。
千
年
王
国
を
前
に
し
た
「
自
由
に
お
け
る
一
致
）
46
（

」
が
ス
ト
ー
ン
の
運
動
を
理
解
す
る

上
で
重
要
な
視
点
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
二
次
文
献
に
よ
り
ス
ト
ー
ン
の
運
動
の
概
略
を
紹
介
し
た
。
今
後
の
研
究
に
は
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
』
誌
に
お

け
る
彼
自
身
の
言
述
を
た
ど
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

2　
ト
ー
マ
ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
と
息
子
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
運
動
に
つ
い
て

続
い
て
、
ト
ー
マ
ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
と
息
子
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
運
動
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た
い
。
以
下
に
つ
い
て
も

主
に
『
わ
た
し
た
ち
の
ル
ー
ツ
』、『
我
ら
の
歩
み
』
か
ら
の
要
約
と
な
る
。

ト
ー
マ
ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、
一
七
六
三
年
二
月
一
日
、
当
時
存
在
し
て
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
王
国
の
北
部
ア
ル
ス
タ
ー
地
方
の
ダ
ウ
ン

県
（
現
在
は
英
国
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
で
生
ま
れ
た
。
彼
の
父
親
は
も
と
も
と
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
軍
人
で
あ
っ
た
が
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
刑
罰

法
」（Penal Law

s

）
に
よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
軍
人
に
は
な
れ
な
い
と
さ
れ
、
英
国
国
教
会
に
転
会
し
）
47
（

、
ト
ー
マ
ス
自
身
も
ア
ン
グ

リ
カ
ン
と
し
て
育
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
何
故
で
あ
ろ
う
か
、
彼
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
学
ん
だ
後
、
長
老
派
教
会
の
牧
師
と
な
っ
て
い

る
。
ト
ー
マ
ス
は
一
七
九
八
年
か
ら
九
年
間
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
位
置
す
る
ア
ホ
ー
レ
イ
長
老
教
会
に
お
い
て
牧
会
に
従
事
し
た
と
い

う
）
48
（

。
ま
た
彼
が
所
属
し
た
長
老
派
と
は
、「
分
離
派
長
老
教
会
自
治
都
市
宣
誓
反
対
派
の
旧
派
」
で
あ
っ
た
と
い
う
）
49
（

。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
彼
が
牧
師
を
し
て
い
た
時
代
に
は
、
同
じ
長
老
派
で
あ
っ
て
も
他
の
グ

ル
ー
プ
の
長
老
派
同
士
の
交
流
も
、
聖
餐
に
与
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
い
、
ト
ー
マ
ス
は
、
長
老
派
内
の
分
裂
に
心
を
痛
め
、
さ
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ら
に
は
会
衆
派
の
人
々
と
も
交
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
）
50
（

。
一
八
〇
四
年
一
〇
月
に
ト
ー
マ
ス
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
分
離
派
長

老
教
会
は
一
つ
に
な
る
べ
き
だ
と
訴
え
た
が
、
そ
の
申
し
出
は
却
下
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
に
多
く
の
労
力
を
捧
げ
て
き
た
彼
は
バ
ー

ン
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
）
51
（

。
そ
こ
で
、
彼
は
医
者
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
受
け
、
一
八
〇
七
年
四
月
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
こ
と
と
な
っ

た
）
52
（

。
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
ト
ー
マ
ス
は
、
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
ワ
シ
ン
ト
ン
と
い
う
町
で
分
離
派
長
老
教
会
の
牧
師
と
な
る
が
、

そ
こ
に
お
い
て
も
長
老
派
内
の
他
グ
ル
ー
プ
と
の
聖
餐
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
ト
ー
マ
ス
は
他
教
派
の
信
徒
も
聖
餐
に
与
ら
せ
た
た
め
、
牧

師
就
任
か
ら
一
年
た
た
な
い
一
八
〇
八
年
三
月
に
牧
師
職
停
止
処
分
を
受
け
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
地
区
シ
ノ
ド
総
会
に
訴
え
る
も
却
下

さ
れ
、
秋
に
は
分
離
派
教
会
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
）
53
（

。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
と
志
を
共
に
す
る
知
人
や
友
人
と
共
に

学
び
を
続
け
、
ト
ー
マ
ス
を
中
心
に
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
協
会
」（C

hristian A
ssociation of W

ashington

）
を
立
ち
上
げ
、

一
八
〇
九
年
九
月
七
日
に
『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
協
会
の
宣
言
お
よ
び
提
言
』（D

eclaration and A
ddress of the C

hristian 

A
ssociation of W

ashington

）
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
）
54
（

。
日
本
語
で
は
、
有
楽
器
派
の
港
キ
リ
ス
ト
教
会
の
牧
師
を
務
め
た
飯
島
正
久
が
『
宣
言
と
訴
告
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
一
三
の
提
言
を
要
約
し
て
い
る
が
、
日
本
語
が
古
く
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、
要
点
を
訳
し
直
し
た
。
な
お
、（　

）
内

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
に
よ
る
原
文
で
あ
る
。

1
． 

地
上
の
キ
リ
ス
ト
の
教
会
は
一
つ
。（1. T

hat the C
hurch of C

hrist upon earth is essentially, intentionally, and constitution-

ally one; consisting of all those in every place that profess their faith in C
hrist and obedience to him

 in all things 

according to the Scriptures, and that m
anifest the sam

e by their tem
pers and conduct, and of none else; as none else 

can be truly and properly called C
hristians.

）
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2
． 

地
上
の
教
会
は
異
な
る
場
所
に
あ
る
が
、
会
衆
の
間
に
は
分
裂
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。（2. T

hat although the C
hurch of C

hrist 

upon earth m
ust necessarily exist in particular and distinct societies, locally separate one from

 another, yet there 

ought to be no schism
s, no uncharitable divisions am

ong them
. T

hey ought to receive each other as C
hrist Jesus hath 

also received them
, to the glory of G

od. A
nd for this purpose they ought all to w

alk by the sam
e rule, to m

ind and 

speak the sam
e thing; and to be perfectly joined together in the sam

e m
ind, and in the sam

e judgm
ent.

）

3
． 

神
の
言
葉
で
は
っ
き
り
と
教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
除
い
て
、
何
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
強
い
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。（3. T

hat in 

order to do this, nothing ought to be inculcated upon C
hristians as articles of faith; nor required of them

 as term
s 

of com
m

union, but w
hat is expressly taught and enjoined upon them

 in the w
ord of G

od. N
or ought anything to be 

adm
itted, as of D

ivine obligation, in their C
hurch constitution and m

anagem
ents, but w

hat is expressly enjoined by 

the authority of our Lord Jesus C
hrist and his apostles upon the N

ew
 Testam

ent C
hurch; either in express term

s or by 

approved precedent.

）

4
． 

神
の
意
志
は
旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
新
約
聖
書
に
は
新
約
の
教
会
の
礼
拝
、
訓
練
、
運
営
の
た
め
の
掟

と
、
個
々
の
教
会
員
の
義
務
が
記
さ
れ
て
い
る
。（4. T

hat although the Scriptures of the O
ld and N

ew
 Testam

ents are 

inseparably connected, m
aking together but one perfect and entire revelation of the D

ivine w
ill, for the edification 

and salvation of the C
hurch, and therefore in that respect can not be separated; yet as to w

hat directly and properly 

belongs to their im
m

ediate object, the N
ew

 Testam
ent is as perfect a constitution for the w

orship, discipline, and 

governm
ent of the N

ew
 Testam

ent C
hurch, and as perfect a rule for the particular duties of its m

em
bers, as the O

ld 
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Testam
ent w

as for the w
orship, discipline, and governm

ent of the O
ld Testam

ent C
hurch, and the particular duties of 

its m
em

bers.

）

5
． 

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
命
令
と
礼
拝
に
つ
い
て
、
聖
書
が
黙
し
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
新
約
聖
書
と
同
じ
く
ら
い
古
い
も
の

で
な
い
限
り
、
教
会
の
信
仰
や
、
礼
拝
に
取
り
入
れ
た
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
交
わ
り
の
条
件
に
し
て
は
な
ら
な
い
。（5. T

hat w
ith 

respect to the com
m

ands and ordinances of our Lord Jesus C
hrist, w

here the Scriptures are silent as to the express 

tim
e or m

anner of perform
ance, if any such there be, no hum

an authority has pow
er to interfere, in order to supply the 

supposed deficiency by m
aking law

s for the C
hurch; nor can anything m

ore be required of C
hristians in such cases, 

but only that they observe these com
m

ands and ordinances as w
ill evidently answ

er the declared and obvious end of 

their institution. M
uch less has any hum

an authority pow
er to im

pose new
 com

m
ands or ordinances upon the C

hurch, 

w
hich our Lord Jesus C

hrist has not enjoined. N
othing ought to be received into the faith or w

orship of the C
hurch, or 

be m
ade a term

 of com
m

union am
ong C

hristians, that is not as old as the N
ew

 Testam
ent.

）

6
． 

体
系
的
な
聖
書
研
究
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
は
神
の
聖
書
の
教
義
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
良
心
を
拘

束
す
る
も
の
で
は
な
い
。
教
会
の
交
わ
り
の
条
件
と
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
教
会
の
強
化
と
育
成
に
の
み
役
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。

（6. T
hat although inferences and deductions from

 Scripture prem
ises, w

hen fairly inferred, m
ay be truly called the 

doctrine of G
od ’s holy w

ord, yet are they not form
ally binding upon the consciences of C

hristians farther than they 

perceive the connection, and evidently see that they are so; for their faith m
ust not stand in the w

isdom
 of m

en, but 

in the pow
er and veracity of G

od. T
herefore, no such deductions can be m

ade term
s of com

m
union, but do properly 
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belong to the after and progressive edification of the C
hurch. H

ence, it is evident that no such deductions or inferential 

truths ought to have any place in the C
hurch ’s confession.

）

7
． 

教
義
や
弁
証
は
便
利
な
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
の
理
性
で
割
り
出
し
た
も
の
な
の
で
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
交
わ
り
の
条
件
に
し
て

は
な
ら
な
い
。（7. T

hat although doctrinal exhibitions of the great system
 of D

ivine truths, and defensive testim
onies 

in opposition to prevailing errors, be highly expedient, and the m
ore full and explicit they be for those purposes, the 

better; yet, as these m
ust be in a great m

easure the effect of hum
an reasoning, and of course m

ust contain m
any 

inferential truths, they ought not to be m
ade term

s of C
hristian com

m
union; unless w

e suppose, w
hat is contrary to 

fact, that none have a right to the com
m

union of the C
hurch, but such as possess a very clear and decisive judgm

ent, 

or are com
e to a very high degree of doctrinal inform

ation; w
hereas the C

hurch from
 the beginning did, and ever w

ill, 

consist of little children and young m
en, as w

ell as fathers.

）

8
． 

教
会
に
加
わ
る
資
格
を
得
る
た
め
に
は
、
特
別
な
理
解
や
特
殊
な
知
識
を
持
つ
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
、
自
分
の
迷
い
滅
び
ゆ
く

状
態
を
聖
書
か
ら
正
し
く
理
解
し
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
イ
エ
ス
の
御
言
葉
ど
お
り
従
い
、
イ
エ
ス
を
信
じ
る
こ
と
を
言
い
表
し
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
救
い
に
至
る
方
法
を
正
し
く
判
断
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。（8. T

hat as it is not necessary that persons 

should have a particular know
ledge or distinct apprehension of all D

ivinely revealed truths in order to entitle them
 to a 

place in the C
hurch; neither should they, for this purpose, be required to m

ake a profession m
ore extensive than their 

know
ledge; but that, on the contrary, their having a due m

easure of Scriptural self-know
ledge respecting their lost 

and perishing condition by nature and practice, and of the w
ay of salvation through Jesus C

hrist, accom
panied w

ith a 
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profession of their faith in and obedience to him
, in all things, according to his w

ord, is all that is absolutely necessary 

to qualify them
 for adm

ission into his C
hurch.

）

9
． 

恵
み
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
告
白
を
し
た
者
は
、
お
互
い
に
神
の
聖
徒
と
考
え
、
愛
し
合
う
べ
き
で
あ
る
。（9. T

hat all that are 

enabled through grace to m
ake such a profession, and to m

anifest the reality of it in their tem
pers and conduct, should 

consider each other as the precious saints of G
od, should love each other as brethren, children of the sam

e fam
ily and 

Father, tem
ples of the sam

e Spirit, m
em

bers of the sam
e body, subjects of the sam

e grace, objects of the sam
e D

ivine 

love, bought w
ith the sam

e price, and joint-heirs of the sam
e inheritance. W

hom
 G

od hath thus joined together no m
an 

should dare to put asunder.
）

10
． 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
間
の
分
裂
は
恐
ろ
し
い
悪
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
体
を
切
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
キ
リ
ス
ト
の
体
の
一
致
を
破

壊
す
る
反
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。（10. T

hat division am
ong the C

hristians is a horrid evil, fraught w
ith m

any evils. It is 

antichristian, as it destroys the visible unity of the body of C
hrist; as if he w

ere divided against him
self, excluding 

and excom
m

unicating a part of him
self. It is antiscriptural, as being strictly prohibited by his sovereign authority; a 

direct violation of his express com
m

and. It is antinatural, as it excites C
hristians to contem

n, to hate, and oppose one 

another, w
ho are bound by the highest and m

ost endearing obligations to love each other as brethren, even as C
hrist 

has loved them
. In a w

ord, it is productive of confusion and of every evil w
ork.

）

11
． 

神
の
啓
示
を
無
視
し
た
り
、
人
間
が
作
り
出
し
た
決
め
事
を
礼
拝
や
信
仰
に
取
り
入
れ
、
交
わ
り
の
条
件
と
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
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と
が
、
分
派
や
腐
敗
の
原
因
で
あ
る
。（11. T

hat

（in som
e instances

）a partial neglect of the expressly revealed w
ill of 

G
od, and

（in others

）an assum
ed authority for m

aking the approbation of hum
an opinions and hum

an inventions a 

term
 of com

m
union, by introducing them

 into the constitution, faith, or w
orship of the C

hurch, are, and have been, the 

im
m

ediate, obvious, and universally acknow
ledged causes, of all the corruptions and divisions that ever have taken 

place in the C
hurch of G

od.

）

12
． 

地
上
の
教
会
の
完
全
性
と
純
粋
性
の
た
め
に
必
要
な
の
は
四
つ
の
実
践
。（
1
）聖
書
の
権
威
を
認
め
る
信
仰
を
言
い
表
し
た
者
の
み

が
、
教
会
員
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。（
2
）こ
の
告
白
の
真
実
性
を
心
と
行
為
で
表
し
続
け
て
い
る
限
り
は
教
会
の

交
わ
り
を
続
け
ら
れ
る
。（
3
）説
教
者
は
、
神
の
言
葉
に
は
っ
き
り
と
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
以
外
に
何
も
教
え
な
い
。（
4
）教

会
の
行
政
に
お
い
て
は
、
新
約
聖
書
に
示
さ
れ
て
い
る
初
代
教
会
の
模
範
に
よ
く
従
っ
て
、
人
間
の
意
見
や
発
明
な
ど
を
入
れ
ず
に

行
う
こ
と
。（12. T

hat all that is necessary to the highest state of perfection and purity of the C
hurch upon earth is, 

first, that none be received as m
em

bers but such as having that due m
easure of Scriptural self-know

ledge described 

above, do profess their faith in C
hrist and obedience to him

 in all things according to the Scriptures; nor, secondly, 

that any be retained in her com
m

union longer than they continue to m
anifest the reality of their profession by their 

tem
per and conduct. T

hirdly, that her m
inisters, duly and Scripturally qualified, inculcate none other things than 

those very articles of faith and holiness expressly revealed and enjoined in the w
ord of G

od. Lastly, that in all their 

adm
inistrations they keep close by the observance of all D

ivine ordinances, after the exam
ple of the prim

itive C
hurch, 

exhibited in the N
ew

 Testam
ent; w

ithout any additions w
hatsoever of hum

an opinions or inventions of m
en.

）
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13
． 

最
後
に
、
聖
な
る
礼
拝
を
守
る
に
あ
た
り
、
何
か
必
要
な
事
情
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
聖
書
の
中
に
見
つ
か
ら
な
い
場
合
、
こ
の
目

的
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
も
の
に
限
り
、
便
宜
上
適
用
し
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
そ
の
変
更
や
守
り
方
の
違
い
で
、
教
会
の
分

裂
や
争
い
が
引
き
起
こ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
神
聖
な
起
源
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
。（13. Lastly. That if any 

circum
stantials indispensably necessary to the observance of D

ivine ordinances be not found upon the page of express 

revelation, such, and such only, as are absolutely necessary for this purpose should be adopted under the title of 

hum
an expedients, w

ithout any pretense to a m
ore sacred origin, so that any subsequent alteration or difference in the 

observance of these things m
ight produce no contention nor division in the C

hurch.

）

ト
ー
マ
ス
の
息
子
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、
父
が
『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
協
会
の
宣
言
お
よ
び
提
言
』
を
書
き

上
げ
た
後
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
と
渡
り
、
父
の
運
動
に
合
流
し
て
い
る
。
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
自
身
は
神
学
教
育
を
受

け
て
は
い
る
が
生
涯
に
渡
っ
て
按
手
礼
は
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
ト
ー
マ
ス
は
息
子
に
説
教
を
さ
せ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
有
名

な
説
教
者
、
討
論
家
、
執
筆
家
と
な
っ
て
い
っ
た
。
池
田
は
「
ス
ト
ー
ン
の
群
れ
で
は
牧
師
が
按
手
を
受
け
る
と
い
う
習
慣
は
依
然
と
し
て

残
っ
て
い
た
し
、
聖
餐
や
洗
礼
は
按
手
を
受
け
た
牧
師
が
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
群
れ
は
、
牧
師
と
信
徒
の
線
引

き
を
設
け
ず
、
対
応
し
て
い
た
）
55
（

」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
加
わ
っ
た
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
協
会
」
は
「
協
会
」
か
ら
「
教
会
」
へ
と
変
わ
る
決
断

を
し
、
一
八
一
一
年
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
教
会
が
生
ま
れ
た
。
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
、
聖
書
を
学
び
直
す
中
で
、
浸
礼
を
受
け
直
す
決
意
を

し
、
こ
の
教
会
に
お
い
て
一
八
一
一
年
六
月
一
二
日
に
ト
ー
マ
ス
や
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
を
含
め
た
七
名
が
浸
礼
を
受
け
て
い
る
）
56
（

。

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
教
会
に
お
い
て
浸
礼
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
と
も
交
流
が
生
ま
れ
、
一
八
一
五
年
に
は

レ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
・
パ
プ
テ
ス
ト
協
会
に
所
属
す
る
教
会
と
し
て
認
め
ら
れ
る
中
で
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
バ
プ
テ
ス
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ト
』
誌
を
一
八
二
三
年
か
ら
七
年
の
間
発
行
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
後
に
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
か
ら
離
れ
、「
デ
ィ
サ
イ
プ
ル

ス
」
の
群
れ
を
作
り
出
す
と
、
一
八
二
九
年
か
ら
一
八
六
六
年
に
か
け
て
『
千
年
王
国
の
先
駆
け
』
と
い
う
雑
誌
を
発
行
し
た
）
57
（

。

一
八
三
〇
年
に
バ
プ
テ
ス
ト
か
ら
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
が
離
れ
た
際
に
は
、
一
万
二
千
か
ら
二
万
人
の
メ
ン
バ
ー
が
い
た
と
い
う
）
58
（

。
そ
れ

ゆ
え
に
、
池
田
は
「
一
八
三
〇
年
頃
、
復
帰
運
動
の
流
れ
に
あ
る
教
会
の
会
員
数
は
約
二
万
か
ら
三
万
に
な
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
）
59
（

。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
発
展
し
て
い
っ
た
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
の
群
れ
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子

の
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
の
群
れ
は
、
徐
々
に
お
互
い
を
意
識
し
、
一
致
に
向
か
っ
て
歩
み
寄
っ
て
い
き
、
一
八
三
一
年

一
二
月
三
一
日
に
合
同
し
て C

hristian C
hurch

（D
isciples of C

hrist

）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』
を
ま
と
め
た
秋
山
は
、
そ
の
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
米
国
の
信
徒

達
は
、
日
本
宣
教
の
た
め
に
、
戦
前
ま
で
だ
け
で
も
八
〇
名
以
上
の
宣
教
師
と
莫
大
な
献
金
を
注
ぎ
込
み
、
宣
教
師
の
幾
人
か
は
こ
の
地
に

骨
を
埋
め
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
数
の
日
本
人
教
役
者
も
全
身
全
霊
を
こ
の
国
の
救
い
の
た
め
に
献
げ
、
筆
舌
に
絶
す
る
苦
難

の
生
涯
を
送
ら
れ
た
者
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
年
）
に
、
全
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
網
羅
す
る
日
本
基
督
教
団

が
成
立
し
、
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）』
の
名
前
も
日
本
か
ら
消
え
去
っ
た
。
教
会
合
同
は
わ
が
教
会

本
来
の
主
張
で
あ
り
、
宿
願
達
成
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
全
米
信
徒
が
こ
れ
ま
で
示
し
て
く
れ
た
好
意
や
援
助
、
さ
ら
に
全
生

涯
を
伝
道
に
献
げ
ら
れ
た
内
外
教
役
者
の
事
蹟
ま
で
忘
れ
去
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
）
60
（

」。
教
会
合
同
の
本
来
の
主
張

は
バ
ー
ト
ン
・
ス
ト
ー
ン
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子
の
運
動
か
ら
続
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
合
同
し
た
こ
の
運
動
が
三
つ
に
分
裂
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歩
み
を
続
け
て
い
る
こ
と
も
事
実
な
の
で
あ
る
。
そ
の
合
同
と
分
裂
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ま
た
の
機
会
に
述
べ
て
ゆ
く

こ
と
と
し
た
い
。
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Ⅴ　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

1　
今
後
の
研
究
に
向
け
て

今
後
の
研
究
に
向
け
て
は
、
ス
ト
ー
ン
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
運
動
の
合
同
か
ら
、
分
裂
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
日
本
宣
教
の
詳
細
、
世
界
に

お
け
る
ス
ト
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
運
動
の
展
開
等
に
つ
い
て
調
べ
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
各
派
の
教
会
と
学
校
お
よ

び
諸
施
設
に
関
係
す
る
方
々
の
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

2　
周
年
記
念
に
向
け
て

デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設
の
周
年
記
念
は
以
下
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
る
。
聖
学

院
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
年
記
念
を
ど
う
過
ご
す
の
か
、
旧
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
内
の
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設
と
の
連
携
を
ど
う

す
る
の
か
、
ま
た
無
楽
器
派
や
有
楽
器
派
の
教
会
と
学
校
お
よ
び
諸
施
設
と
の
連
携
を
ど
う
す
る
の
か
、
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

二
〇
二
二
年 

（
ス
ト
ー
ン
の
運
動
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子
の
運
動
の
合
同
を
一
八
三
二
年
と
考
え
た
場
合
）

 
C

hristian C
hurch

（D
isciples of C

hrist

）
の
結
成
一
九
〇
周
年

二
〇
二
三
年 

C
hristian C

hurch

（D
isciples of C

hrist

）
の
日
本
宣
教
一
四
〇
周
年 
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聖
学
院
（
神
学
校
）
設
立
一
二
〇
周
年

二
〇
二
五
年 

女
子
聖
学
院
中
学
校
高
等
学
校
設
立
一
二
〇
周
年

二
〇
二
六
年 

聖
学
院
中
学
校
高
等
学
校
設
立
一
二
〇
周
年

 

聖
学
院
教
会
の
伝
道
開
始
五
〇
周
年

二
〇
二
八
年 
聖
学
院
み
ど
り
幼
稚
園
設
立
五
〇
周
年

 
聖
学
院
大
学
設
立
四
〇
周
年

二
〇
二
九
年 

聖
書
復
帰
運
動
（『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
協
会
の
宣
言
お
よ
び
提
言
』）
か
ら
二
二
〇
周
年

二
〇
三
〇
年 

聖
学
院
小
学
校
設
立
七
〇
周
年

二
〇
三
二
年 

（
ス
ト
ー
ン
の
運
動
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
父
子
の
運
動
の
合
同
を
一
八
三
二
年
と
考
え
た
場
合
）

 
C

hristian C
hurch

（D
isciples of C

hrist

）
の
結
成
二
〇
〇
周
年

 

聖
学
院
幼
稚
園
設
立
一
二
〇
周
年

二
〇
三
三
年 

C
hristian C

hurch

（D
isciples of C

hrist

）
の
日
本
宣
教
一
五
〇
周
年

 

聖
学
院
（
神
学
校
）
設
立
一
三
〇
周
年

二
〇
三
四
年 

秋
田
高
陽
教
会
創
立
一
五
〇
周
年

二
〇
三
五
年 

女
子
聖
学
院
中
学
校
高
等
学
校
設
立
一
三
〇
周
年

二
〇
三
六
年 

聖
学
院
中
学
校
高
等
学
校
設
立
一
三
〇
周
年

 

聖
学
院
教
会
の
伝
道
開
始
六
〇
周
年

二
〇
三
八
年 

聖
学
院
み
ど
り
幼
稚
園
設
立
六
〇
周
年

 

聖
学
院
大
学
設
立
五
〇
周
年
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注

（
1
） 

秋
山
操
編
著
『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』
基
督
教
会
史
刊
行
委
員
会
、
一
九
七
三
年
、
四
頁
。

（
2
） 

同
。

（
3
） 『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』
で
秋
山
操
は
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
長
老
会
の
最
後
の
意
志
と
契
約
」
と
訳
し
て
い
る
が
（
五
―

六
頁
）、『
我
ら
の
歩
み
――
日
本
の
「
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」
有
楽
器
派
』
で
池
田
基
宣
は
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
長
老
会
の
遺
言
状
」
と
訳

し
て
い
る
（
二
一
頁
）。
内
容
に
つ
い
て
は
、W

IK
ISO

U
R

C
E

 

で
も
確
認
で
き
る
が
、「
組
織
の
解
体
を
明
ら
か
に
し
、
な
ぜ
そ
う
し
た
の
か
、

ま
た
、
そ
う
な
っ
た
過
程
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
」（『
我
ら
の
歩
み
』、
二
一
頁
）
ゆ
え
に
、「
遺
言
状
」
と
の
訳
出
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。<https://en.w

ikisource.org/w
iki/Last_W

ill_and_Testam
ent_of_T

he_Springfield_Presbytery>

（
二
〇
二
二
年
一
月
一
一
日

ア
ク
セ
ス
確
認
）

（
4
） 

秋
山
操
は
『
宣
言
と
陳
述
』、
飯
島
正
久
と
池
田
基
宣
は
『
宣
言
と
訴
告
』
と
訳
し
て
い
る
が
、
今
回
、『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
協
会

の
宣
言
お
よ
び
提
言
』
と
訳
し
た
。

（
5
） 『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』、
七
頁
。

（
6
） 

同
。

（
7
） 

同
、
八
頁
。

（
8
） 

同
、
九
頁
に
お
い
て
秋
山
操
は
、
合
同
の
日
を
一
八
三
二
年
一
月
と
し
て
い
る
。

（
9
） 

同
、
四
頁
。

（
10
） 

ウ
ィ
リ
ス
ト
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
『
キ
リ
ス
ト
教
史
4　

近
・
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
』
野
呂
芳
男
、
塚
田
理
、
八
代
崇
訳
、
竹
内
寛
監
修
、
ヨ
ル

ダ
ン
社
、
一
九
八
六
年
（
原
書
はW

illiston W
alker, A

 H
istory of the C

hristian C
hurch, 3rd ed.

（N
ew

 York: C
harles Scribner ’s Sons, 

1970

））、
二
一
四
頁
。
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
に
つ
い
て
は
二
一
二
―
二
一
四
頁
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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（
11
） 『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』、
三
頁
。

（
12
） Lester G

. M
cA

llister, W
illiam

 E
dw

ard T
ucker, Journey in Faith: A

 H
istory of the C

hristian C
hurch (D

isciples of C
hrist)

（Saint 
Louis, M

O
: C

halice Press, 1975

）, 27

―28.

（
13
） 『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』、
二
頁
。

（
14
） 

設
立
年
に
つ
い
て
は
、『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』
も
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』（
一
九
八
八
年
）
も
一
八
七
五
年
と
紹

介
し
て
お
り
、A

rchibald M
cLean, T

he H
istory of the Foreign C

hristian M
issionary Society

（N
ew

 York: Flem
ing H

. R
evell, 1919

）, 
22 

に
お
い
て
一
八
七
五
年
一
〇
月
二
一
日
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
我
ら
の
歩
み
』
で
池
田
基
宣
は
「
海
外
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
宣
教
協
会
」

と
訳
出
し
、「
一
八
七
六
年
に
『
海
外
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
宣
教
協
会
（
F
C
M
S
）
が
生
ま
れ
て
い
た
』」
と
記
し
て
い
る
が
（
五
四
頁
）、
一
八 

七
五
年
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

（
15
） 『
我
ら
の
歩
み
』
で
池
田
基
宣
は
「
米
国
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
宣
教
協
会
」
と
訳
出
し
て
い
る
（
三
五
頁
）。

（
16
） 

同
、
池
田
基
宣
は
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
女
性
宣
教
委
員
会
」
と
訳
出
し
て
い
る
（
五
四
頁
）。

（
17
） 

同
、
池
田
基
宣
は
「
合
同
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
宣
教
協
会
」
と
訳
出
し
て
い
る
（
五
四
頁
）。

（
18
） 『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』、
二
三
―
二
四
頁
。

（
19
） 

L
・
D
・
ガ
ル
ス
ト
『
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
E
・
ガ
ル
ス
ト
――
ミ
カ
ド
の
国
の
ア
メ
リ
カ
陸
軍
士
官
学
校
卒
業
生
』
小
貫
山
信
夫
訳
、
聖
学
院
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
、
八
五
―
八
六
頁
。

（
20
） 

同
、
八
八
頁
。

（
21
） 

同
、
八
七
頁
。

（
22
） 『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』、
二
六
頁
。

（
23
） 

同
、
二
九
頁
。

（
24
） 

同
、
二
八
―
二
九
頁
。

（
25
） 

同
、
三
〇
―
三
一
頁
。

（
26
） 『
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
E
・
ガ
ル
ス
ト
』、
二
五
九
頁
。

（
27
） 

同
、
五
―
六
頁
。
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（
28
） 

同
、
二
五
九
頁
。

（
29
） D

ouglas A
. Foster, Paul M

. B
low

ers, A
nthony L. D

unnavant, D
. N

ew
ell W

illiam
s

（eds.

）, T
he E

ncyclopedia of the Stone-C
am

pbell 

M
ovem

ent

（G
rand R

apids, M
I: W

m
. B

. E
erdm

ans Publishing C
o., 2004

）, 702.

（
30
） 

C
・
レ
ナ
ー
ド
・
ア
レ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
T
・
ヒ
ュ
ー
ズ
『
わ
た
し
た
ち
の
ル
ー
ツ
』
池
田
基
宣
、
千
田
俊
昭
、
小
幡
幸
和
、
相
川
忠
義
訳
、

大
阪
聖
書
学
院
・
キ
リ
ス
ト
の
教
会
伝
道
学
院
、
二
〇
一
九
年
、
一
一
八
頁
。

（
31
） 『
我
ら
の
歩
み
』、
三
二
頁
。

（
32
） 

同
、
二
一
頁
。

（
33
） 『
わ
た
し
た
ち
の
ル
ー
ツ
』、
一
一
八
頁
。

（
34
） 『
我
ら
の
歩
み
』、
二
一
頁
。

（
35
） 

同
、
二
二
頁
。

（
36
） 

同
。

（
37
） 

同
。

（
38
） 

同
、
二
二
―
二
三
頁
。

（
39
） 『
わ
た
し
た
ち
の
ル
ー
ツ
』、
一
一
八
―
一
一
九
頁
。

（
40
） 

同
、
一
一
九
頁
。

（
41
） 

同
。

（
42
） 

同
。

（
43
） 

同
。

（
44
） 

同
、
一
二
〇
頁
。

（
45
） 

同
。

（
46
） 

同
。

（
47
） 『
我
ら
の
歩
み
』、
二
四
頁
。

（
48
） 

同
、
二
五
頁
。
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（
49
） 『
わ
た
し
た
ち
の
ル
ー
ツ
』、
一
二
〇
頁
。

（
50
） 『
我
ら
の
歩
み
』、
二
五
頁
。

（
51
） 
同
。

（
52
） D

aniel G
. R

eid, R
obert D

. Linder, B
ruce L. Shelley, H

arry S. Stout

（eds.

）, D
ictionary of C

hristianity in A
m

erica

（D
ow

ners 

G
rove, IL: InterVarsity Press, 1990

）, 215.

（
53
） 『
我
ら
の
歩
み
』、
二
六
頁
。

（
54
） <https://en.w

ikisource.org/w
iki/D

eclaration_and_A
ddress_of_the_C

hristian_A
ssociation_of_W

ashington>

（
二
〇
二
二
年
一
月

一
一
日
ア
ク
セ
ス
確
認
）

（
55
） 『
我
ら
の
歩
み
』、
二
八
頁
。

（
56
） 

同
、
二
九
頁
。

（
57
） 

同
、
三
〇
頁
。

（
58
） 

同
、
三
二
頁
。

（
59
） 

同
。

（
60
） 『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』、
八
三
一
頁
。
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